
  

竹 

万 の あ し だ 

し 葉理 る て 敵方 
か 大輝 々 い 集葉 

  
の 歌 た る の の 、 紀 

  
京 菜 民 こ 便便 人 か 
散 で 族 と 向 雨 間 ら 

あ 宗 が が が の 八 

  
界 

つ   教 で 見 者 内 地 観ふ 

て め ぎ ら し 奥紬   

宗 " 変 遷 るれいの中 。 " が 境頃 
教 や し 揮 、 、 拙 さ 
に 外 か 想 叙 で で 
関 来 も 歌 景 あ の 
し 宗約 に歌 る 各 
て 教 半 は で 宗 種 
は 接戦 当 も 教 の 
偶 取の 時 自 心火 八六四二 

天地 仏教 呪術 儀礼   の の 

世 知人 が な ま 分 影 
響 

ネ中 

さ る 千 件 直 ま ら 

れ こ 元 来 観 に の 
た と 首 思 し 表土 
歌 が は 想 た現活 
が で製 を ま さ 体 
入 ぎ 作 摂 ま れ 験 
つ る 年 取 る て の 
て と 化 し よ い 申 
い 思 が て ん る か 
ろ う 明 よ で 。 ら 
だ 。 ら ん ぃ 特 は 
け か だ る に と 
で で も の 拝走 
あ あ の で 借 り 

一 る る が 、 駅 田 

    

    こ ら 固 の な 
れ れ 、 有 感感 
ほ ほ 外 の 動 情 
よ ょ 夫 宗な な 
つ つ 宗教 表 よ 

て て 教 で わ ん 

万
葉
人
の
宗
教
 

園 

賢 

了 

 
 

 
 

  
        



と 「 に @ 

  
  

、 れ 夫 な 然 稲 宗 が の か 

も 文 は 
、 北 汀   

に 宝 は つ 成 つ つ と と い は 的 充 
ま 元 こ 農神 立 て て な な え 侍所 棟 
と 年の 神 々 し 来 祀 っ っ ば に 究   

召窩控査組粟 ㌔見幕 ま彙 " 目今   

  
か ） も を 中 も 業 産 、 ら ュ   
康 定 あ 邑 八講 ず と ア 然 ム 
理 は る に さ 伸 る な 昌 か （ 
的 こ が 祀れや 職 つ き ら 自 
た め 、 つ て 低 能 て ズ遊撚 
は 国 こ た 、 承 神民 ム 離儀 

    
宗 ・ 宗な   に 一 な 社 階而 で 
数数 国 八原 整 っ会 に も あ 
と の兵士 始理 た 生 な 自 っ 
異 一酌万案 せ 。 括 っ 然 た   
る 応家 群 教 ら と て を か を 煤 す 
も の 放 神 が れ 密 、 支 ら 若 田 る 

察 故 家   し 助 教 
慶 民 の   い の 面 

   
 

  

  

  

  

 
 

 
 

  

部
 
上
層
階
級
の
歌
が
多
 

  

す
こ
と
も
無
理
で
あ
ろ
 

 
  

 



Ⅰ
自
然
神
 

 
 

 
 

え
書
 5
 人
も
あ
る
 
（
六
）
 

位
 

 
 

 
 

香
具
山
は
鴨
右
足
人
の
 

 
 

 
 

）
等
と
 よ
 ば
れ
て
い
た
。
 

 
 

 
 

、
一
セ
 、
一
八
、
巻
 セ
、
 

 
 

 
 

を
 神
と
見
た
代
表
的
な
 

 
 

 
 

ん
だ
り
、
「
三
諸
の
神
 
奈
 

 
 

 
 

一
六
 セ
 六
）
等
と
も
 

万
葉
人
の
宗
教
 

一
 

 
 

般
に
 
祀
ら
れ
た
神
に
つ
い
て
で
は
な
か
っ
た
。
 

 
 

 
 

あ
っ
た
。
し
か
し
 

万
 

 
 

 
 

る
 「
 
ち
 」
「
た
ま
」
の
 

観
 

 
 

 
 

立
場
で
行
わ
れ
て
い
た
 

 
 

 
 

級
 で
あ
っ
た
か
ら
、
 

農
 

 
 

 
 

行
の
安
全
な
ど
を
望
む
 

個
 

 
 

 
 

華
人
の
宗
教
信
仰
は
原
 

 
 

 
 

観
念
に
つ
い
て
は
可
成
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祀
る
こ
と
に
最
も
明
ら
 

 
 

 
 

え
 奉
る
」
 

 
 

る
が
 如
 ぎ
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

つ
い
て
よ
 

セ
、
 』
 三
 0
 
一
｜
 一
二
 0
 三
 、
巻
十
五
、
三
六
二
 セ
、
 

 
 

島
の
歌
に
 

 
 

 
 

巻
 九
・
一
 

  

（
 き
一
、
二
一
 

%
 

ん
だ
 歌
 （
 巻
 

よ
 ま
れ
て
い
 

セ
 八
四
）
 
そ
 

  

 
 

 
 

大
社
 厳
 な
偉
容
に
接
 ，
 

 
 

 
 

  

よ 
ん 
で 
い 

ナ， し 
  

  

  

8
l
 



    

 
 

 
 

 
 

進
に
述
べ
て
来
た
あ
 

 
 

五
 

8
 

万
葉
人
の
宗
教
 

 
 

 
 

神
に
 、
平
 け
く
早
く
帰
 

 
 

 
 

に
と
住
吉
の
神
に
祈
 っ
 

て
い
る
。
 

 
 

 
 

る
た
め
に
祈
願
さ
れ
 

 
 

 
 

一
セ
 四
八
）
と
か
、
 雪
 

を
 降
ら
せ
 よ
 （
巻
 
こ
 、
」
 0
 四
）
と
か
祈
っ
た
位
で
、
 
農
業
民
の
切
実
な
請
雨
の
祈
願
の
如
ぎ
は
な
か
っ
た
。
 

 
 

 
 

巻
 十
四
、
三
四
二
 

 
 

 
 

と
を
命
じ
た
り
（
 
巻
二
 、
 

 
 

巻
 十
九
、
四
二
三
五
）
と
詠
ん
だ
り
し
て
い
た
。
 

 
 

 
 

実
の
結
ば
ぬ
樹
に
は
 

 
 

 
 

対
す
る
修
飾
か
ら
、
 
後
 

（
七
）
 

に
 神
に
冠
す
る
枕
詞
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

思
わ
れ
る
点
も
あ
っ
 

 
 

 
 

つ
か
り
忘
れ
て
い
た
。
 

 
 

二
 、
天
地
の
神
 

 
 

  

  

  

  

  
   

 

  

  



 
 

通
じ
た
歌
に
 

 
 

は
ず
死
せ
 め
 （
 
巻
 十
五
、
三
 セ
四
 0
 、
天
平
十
三
年
）
 

又
 大
伴
駿
河
麻
呂
の
歌
に
 

 
 

左
変
 
（
 巻
四
 、
六
五
五
、
天
平
年
間
）
 

或
る
作
者
未
詳
の
歌
に
 

 
 

 
 

吾
が
 恋
 止
ま
ぬ
 

（
 
巻
 十
三
、
三
二
五
 0
 ）
 

同
様
な
歌
に
 

 
 

 
 

吾
が
祈
む
甚
も
術
 な
 

  
 
 

 
 

 
  

 

 
  

 

 
  

 

 
 

 
 

ら
ゆ
る
自
然
神
の
総
称
で
あ
る
。
天
地
の
神
を
天
の
 

れ
も
文
字
に
拘
泥
し
た
説
明
に
過
ぎ
な
い
と
思
わ
れ
 

る
か
に
思
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
し
か
も
天
地
の
神
 

た
 。
従
っ
て
幾
分
知
的
或
い
は
倫
理
的
属
性
を
も
っ
 

人
は
こ
の
神
に
対
し
て
大
部
分
は
恋
の
成
功
、
旅
行
 

 
 

先
づ
 恋
愛
に
つ
い
て
天
地
の
神
に
祈
っ
た
の
は
 笠
 

依
 せ
て
敷
妙
の
衣
手
房
へ
て
」
（
 巻
四
 、
 

天
地
の
神
 し
理
 な
く
ば
こ
そ
吾
が
念
ふ
君
に
遭
は
 

  

士
 
/
.
 
Ⅹ
 

 
 

す
と
い
う
人
も
あ
る
が
、
 
何
 

 
 

私
 で
も
あ
り
、
文
一
神
で
あ
 

 
 

金
的
な
意
味
の
神
で
あ
 っ
 

 
 

神
と
異
 る
 点
で
あ
る
。
万
葉
 

 
 

万
葉
人
の
知
的
遊
戯
で
生
れ
 

ぅ
 意
味
と
解
し
た
い
。
以
下
歌
に
つ
い
て
見
よ
う
。
 

 
 

天
地
の
神
祇
こ
と
 

 
 

つ
た
 歌
に
 

ず
 死
せ
 め
 （
 
巻
四
 、
六
 0
 五
 、
天
平
年
間
）
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け
て
い
る
（
 

巻
五
 
、
八
九
四
、
 

 
 

め
や
も
（
 

巻
 
十
三
、
三
二
八
七
）
 

同
じ
く
作
者
未
詳
の
歌
に
 

 
 

は
 
思
ひ
益
す
（
 

同
 
、
二
三
 

0
 
六
）
 

 
 

ま
ず
 
け
 
り
（
 
同
 
・
三
三
 

0
 
八
）
 

或
る
娘
子
の
歌
に
 

或
る
防
人
の
歌
に
 

 
 

思
は
ば
 

9
 
巻
二
十
、
四
四
二
六
）
 

 
 

任
を
鋳
 

げ
し
た
作
者
未
詳
の
歌
 

 
 

（
 
巻
 
四
、
五
四
九
、
神
亀
五
年
）
 

 
 

敵
 に
 

 
 

賀
 
の
 
韓
崎
 
（
 
巻
 
十
三
、
三
二
四
一
、
養
老
六
年
）
 

成
る
防
人
の
歌
に
 

 
 

く
 
吾
は
（
養
二
十
、
四
三
七
四
、
天
平
勝
宝
七
年
）
 

 
 

 
 

 
 

 
 

神
 
な
が
ら
思
ほ
す
 

な
 

万
葉
人
の
宗
教
 

七
 

 
 8

 

    
 
 

  
  



べ
に
天
地
も
依
り
て
こ
そ
あ
れ
 

文
案
持
の
陸
奥
国
産
金
を
賀
し
た
長
歌
に
 

天
平
感
宝
元
年
）
と
あ
り
、
笠
金
村
が
 聖
 

も
か
も
と
天
地
の
神
を
 ぞ
禧
る
 恐
か
れ
 ど
 

我
が
兄
子
 し
 斯
く
し
 ぎ
こ
 さ
ば
天
地
の
 

愛
児
を
亡
く
し
た
時
の
歌
に
も
「
 

等
と
あ
る
。
 

又
 天
地
の
神
は
人
生
の
条
理
を
・
正
し
く
 

致
 し
て
い
た
。
例
え
ば
妻
を
亡
く
し
た
時
 

二
三
六
）
や
旅
行
中
に
妻
を
亡
く
し
て
「
 

あ
る
。
 

以
上
に
よ
っ
て
天
地
の
神
の
観
念
を
見
 

し
て
 額
 づ
 き
 か
か
ら
ず
も
か
か
り
も
神
の
 

二
五
。
）
「
天
地
の
神
な
ぎ
も
の
に
あ
ら
ば
 

坤
の
神
 し
 恨
め
し
」
 
ひ
巷
 十
三
、
三
三
四
 

と
い
う
知
的
、
倫
理
的
属
性
を
持
つ
た
 神
 

ゆ
ば
 ず
と
も
、
社
に
祭
る
神
も
知
的
属
性
 

思
は
ぬ
を
思
ふ
と
 い
 は
 ば
 大
野
な
る
 三
 

 
 

」
の
条
理
を
守
る
神
さ
え
無
い
か
と
 悲
 

 
 

が
 事
離
る
」
（
 巻 十
九
、
四
 

 
 

 
 

二
三
四
六
）
と
 よ
 ん
で
い
る
 如
 ぎ
で
 

 
 

0
 五
）
「
天
神
仰
ぎ
 乞
ひ
詰
 み
地
祇
 伏
 

 
 

が
 念
ふ
心
知
ら
ず
や
」
（
 巻
 十
三
、
三
 

 
 

れ
や
」
（
 巻
 十
九
、
四
二
三
六
）
 
ョ
牝
 

 
 

、
こ
れ
を
左
右
し
、
人
間
の
心
を
知
る
 

 
 

見
る
こ
と
が
出
来
る
。
 又
 天
地
の
神
と
 

を
も
っ
と
考
え
て
い
た
歌
も
あ
 観
 ㌧
例
え
ば
 

笠
の
社
の
神
 し
 知
ら
さ
れ
（
 巻
 四
、
五
六
一
）
 

ノ
人
 

（
番
一
、
五
 
0
 、
持
続
七
年
）
 

 
 

」
（
 
巻
 十
八
、
四
 0
 九
四
、
 

 
 

玉
葛
絶
ゆ
る
こ
と
無
く
万
代
に
斯
く
し
 

 
 

清
麿
の
歌
に
 

 
 

、
天
平
宝
字
二
年
）
と
あ
る
。
 憶
良
が
 

 
 

」
（
 巻
五
 、
九
 0
 四
 、
天
平
五
年
）
 

 
 

 
 

 
 

  

  

  

  

  

  

 
 

  

 
 

 
 

 
 

 
 

  
    

 
 

  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 



 
 

 
 

撚
 神
の
信
仰
に
比
べ
て
 

 
 

 
 

な
い
と
断
言
し
て
い
る
。
 

 
 

 
 

こ
と
が
多
く
・
特
に
 

（
 一
 -
-
 

）
 

 
 

 
 

原
を
 説
 き
 、
国
王
が
入
神
 

 
 

 
 

に
 天
皇
が
集
団
の
統
率
 者
 

 
 

 
 

兄
山
に
神
を
祭
っ
た
こ
 

九
 

万
葉
人
の
宗
教
 

 
 

 
 

安
全
等
を
祈
っ
た
の
 

 
 

 
 

6
 人
格
神
の
よ
う
な
 槻
 

 
 

 
 

分
 が
上
記
括
弧
内
に
示
 

 
 

 
 

を
も
つ
よ
 う
 に
発
展
し
 

 
 

 
 

重
点
を
置
い
て
、
こ
こ
 

（
一
ハ
 

レ
 
）
 

 
 

 
 

の
 成
立
と
ま
で
は
行
か
 

 
 

 
 

れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
 

と
 息
う
。
 三

 、
現
人
神
 

 
 

も
   

 
 

  

 
 

思
は
ぬ
を
思
ふ
と
 ぃ
 

の
如
 ぎ
で
あ
る
。
 

 
 

は
ば
 真
鳥
住
む
 卵
 名
手
の
 社
の
神
 し
 知
ら
さ
 む
 

（
 
巻
 
上
 
1
 
一
一
、
二
一
一
 

0
 
パ
リ
 

）
 

  

  

  

 
 

  

  

  

 
 

  

 
 

 
 

  



  
に に に 神 
し し し に 
ま ま ま し 
せ せ せ ま 
ば ば ば せ 
真裏 天 は 
木障 害 天 

  め る の 雲 
立 雷電 の 
つ 山 の 五 

  荒に 上官 
四 宮 に 重 
中敷 盧が 
に き す 了 
海 さ る に 
を す か ほ、   
ぎ 武春さ る 三ひ 
（ 本 、 ぬ 

  
  一 一 "  白 ヨ "     

四子夫 二 

  
め て に 弓   
子に 双 に て） 

し 
て 

対 
  し 

て 
） 

  
    

    

 
 

 
 

、
二
六
一
）
と
称
し
、
 

 
 

 
 

と
 称
し
て
い
る
。
超
人
 

問
 的
能
力
を
も
つ
と
い
う
意
味
か
ら
は
 

  

 
 

 
 

な
く
皇
子
ま
で
も
神
と
 

 
 

 
 

こ
と
も
あ
る
。
こ
こ
で
 

 
 

 
 

き
一
 、
三
八
、
五
二
、
巻
 

 
 

 
 

 
 

十
三
、
三
二
三
四
）
 、
或
 

 
 

 
 

は
こ
の
観
念
が
強
く
な
 伊

ア
 

一
 
O
 

 
 

 
 

に
よ
っ
て
も
天
皇
が
神
 

 
 

 
 

あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
 

 
 

 
 

。
入
神
は
現
実
の
人
間
 

 
 

 
 

な
か
っ
た
。
こ
の
点
 か
 

 
 

を
も
っ
人
間
神
は
な
か
つ
た
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

と
 、
祭
司
を
兼
ね
た
 

  



 
 

 
 

た
の
で
あ
っ
た
が
、
 万
 

 
 

 
 

ま
つ
っ
た
 と
き
 、
大
伴
 坂
 

 
 

い
る
。
 

 
 

 
 

竹
玉
を
繁
に
貫
 き
垂
 

 
 

 
 

一
セ
 
九
）
 

 
 

君
に
逢
は
じ
か
も
（
 同
 、
三
八
 0
 ）
 

一
一
 

万
葉
人
の
宗
教
 

8 も 

 
 

 
 

こ
の
祈
願
に
は
儀
礼
 

祀
 

四
 、
 儀
 

  
  

 
 

 
 

 
 

 
 

為
し
つ
（
 
同
 、
四
二
六
一
、
同
）
 

 
 

 
 

「
天
皇
の
神
の
尊
し
 

（
番
一
、
二
九
）
等
と
も
称
し
て
い
る
。
 

 
 

 
 

二
言
と
か
、
天
皇
に
絶
大
 

 
 

 
 

」
と
は
出
来
な
い
。
む
し
 

 
 

 
 

も
 特
に
偉
業
を
我
し
た
 

 
 

 
 

か
ら
、
在
来
の
自
然
神
 

と
は
大
い
に
 
異
る
 観
念
で
あ
っ
た
。
 

    



一
 -
 
一
 

 
 

 
 

こ
れ
を
見
て
も
古
代
の
 

 
 

 
 

木
の
枝
に
 麻
 緒
を
飾
り
 

 
 

 
 

ね
 、
獣
の
如
く
に
膝
を
 

 
 

も
の
を
手
に
持
っ
て
神
を
ま
つ
っ
た
の
で
あ
 っ
た
 

。
（
 

-
 五
）
 

 
 

 
 

つ
た
。
自
分
の
家
で
 
祭
 

 
 

 
 

の
丹
 生
王
の
歌
に
 

 
 

 
 

 
 

左
佐
 羅
の
小
野
の
 

 
 

 
 

大
伴
壬
申
 が
 丈
部
熊
鷹
の
自
殺
を
弔
っ
た
歌
に
 

 
 

 
 

 
 

く
 幸
く
坐
せ
と
 天
 

 
  

 

 
 

手
に
取
り
持
ち
て
天
神
 仰
 

 
 

 
 

0
 ）
と
あ
る
。
こ
の
 件
 

 
 

 
 

し
 
（
 巻
 十
三
、
 

 
 

 
 

」
（
Ⅰ
は
、
三
一
一
一
八
田
 

ハ
 ）
 

 
 

 
 

六
八
）
な
ど
と
あ
る
。
 

 
 

上
 郎
女
が
家
持
の
越
中
子
赴
任
に
贈
っ
た
歌
に
 

  
 
 

 
 

  

g
 

8
 

  

    



 
 

 
 

 
   

  

と 態 る し 斎 と 

な 鹿 こ こ 
る で と の 
も あ 、 様     

宗 こ 神 こ う 

一 我 と こ ）       歌 あ 

横 惑 を の   
剣 の の の 
な 中 で ，か 
態 心 あ 的 
度 を っ態 
は な で 度 し ( よ 

放 行い身 て 心 「 斎 
や る を ふ 
航態 清 」 
海 鹿浄 と 
の で に い 

様 あ し ぅ 

  
な っ て 言 
危 て 神薬 て ）   
険 、 の で （（ 巻見 あ っ 防だコ 
を 幣 年表   

伴 吊護わ 
う な を さ 

場捧 得れ 充 て幣 に「   
合 げ 、 て 
に た 災 い 

「       

      
妄 り 禍 る て 山 {   

一 セ 「     
全 " を こ 

    
        事 

を 顧念れが 意見 と 

う な ろ 多 
一 銭 す こ い 
三度 え と   

と た を 「 禽志 
し り 目 斎 て， 向 と サま 

て す 的 ふ 
最 る と 」 
も 儀 し と 

は潔 しのさ多く た宗 田 ま 

現 基 毅 斎 
れ礎均 す   
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て
い
る
。
例
え
ば
 

 
 

ず
り
 

巷
 
十
二
、
三
二
一
 

セ
 
）
 

 
 

 
 

も
あ
っ
た
。
例
え
ば
 

 
 

と
斎
ひ
て
待
た
れ
（
 

同
 
、
三
五
八
 

セ
 
）
 

 
 

く
 
我
を
（
 

同
 
、
三
六
三
六
）
 

 
 

ひ
 
待
っ
ら
む
（
 

同
 
、
三
六
五
九
）
 

 
 

て
 
待
た
 

か
 
（
 
巻
 
十
九
、
四
二
八
 

0
 
）
 

 
 

ひ
て
待
た
ね
（
養
二
十
、
四
三
三
九
）
 

 
 

来
 
ま
で
に
（
 

同
 
、
四
三
四
 

0
 
）
 

 
 

ま
で
に
（
 

同
 
、
四
三
五
 

0
 
）
 

 
 

 
 

え
ま
 

｜
 

 
 

ひ
 
と
ど
め
 

む
 
（
 
巻
四
 

、
七
 

0
 
八
）
 

 
 

に
 
逢
ふ
ま
で
に
（
 

巻
 
十
五
、
三
 

セ
セ
 

八
）
 

 
 

て
 
待
た
れ
（
 

巻
 
十
九
、
四
二
六
五
）
 

一
四
 

 
 

 
 

  

  



術
 

六
 、
 呪
 

 
 

 
 

た
 。
そ
う
し
て
原
始
 

 
 

 
 

部
分
は
 プ
 レ
 ザ
 一
の
 云
 

 
 

 
 

を
 結
び
留
め
、
或
は
思
 

 
 

 
 

ヤ
ン
 

7
 
し
 

 
 

結
び
て
な
（
番
一
、
一
 0
 ）
 

 
 

 
 

め
や
も
」
（
 
巻
 十
一
、
二
 

 
 

十
二
、
三
 0
 五
六
）
な
ど
が
あ
る
。
 

 
 

自
ら
哀
傷
し
た
歌
に
 

 
 

り
 見
 れ
 
（
巻
 こ
 、
一
四
一
）
 

 
 

 
 

亦
 兄
げ
む
か
も
」
（
 巻
 

 
 

 
 

歌
に
 「
 

磐
代
 

 
 

 
 

枝
を
結
ぶ
心
は
長
く
と
 

一
五
 

万
葉
人
の
宗
教
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

全
を
祈
る
場
合
に
現
 

 
 

目
 
す
べ
 

き
 
も
の
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

  

  

  

  

  



  

 
 

く
 
呪
術
が
あ
っ
た
。
例
え
ば
大
伴
百
代
の
恋
歌
に
 

 
 

は
 
ね
妹
 

か
も
（
 

巻
 
四
、
五
六
一
 

こ
 

と
あ
り
、
同
類
の
歌
に
 

 
 

っ
 
逢
は
ぬ
人
か
も
（
 

巻
 
十
二
、
二
九
 

0
 
し
 

 
 

 
 

、
二
四
 

0
 
八
 
、
二
五
七
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

る
 。
 

 
 

 
 

三
九
 セ
 八
）
な
ど
が
あ
 

 
 

屈
 す
る
こ
と
を
考
え
た
模
倣
呪
術
で
あ
っ
た
。
 

 
 

袖
の
内
側
を
外
に
出
す
呪
術
も
あ
っ
た
。
例
え
ば
 

 
 

見
え
 ぎ
や
 （
 
巻
 十
一
、
二
八
一
一
 
%
 

 
 

り
し
如
し
（
 
同
 、
二
八
一
三
）
 

3
 

一
 Ⅰ
 
/
 
、
 

 
 

 
 

 
 

の
 枝
を
結
 ぷ
 こ
と
は
、
 

  



と れ つ 
以入 一そ れにそ 占が 足 ト 一白的 " と " ト の 佳言 「 夢あ 都て「 る 

上 六 で っ れ は 二 は 又 古 く 霊 に り 路 、 5 % 
の 丘 あ い で 泰 正 た は も る と も 、 を 享 け よ 

る て あ む 0 そ 職 呪 」 ぃ 見 そ 還 ら ひ づ 
。 はる歩人が業 術 （ ぅ え のみ 愛 」 れ   

の の ば 外不 ト 奇 六道 も 種 二言 げ 妹が夢斎 め 上口げ 呪術宗教取ら 呪 に 明と は重 数 か 行く ので であ 語児 ひて に逢 地頃 に見 して 

も 万 せ むと 術 云い ね 有数二のなが 偶 、 八 % る 三桁 五のれむ 寝 ははる うた煮 神っ る 

葉見 し れ を か 六言 

  
  
愛 一 玉 る じ 茂 三 の 足 の 

成 人 特 に 時 ぬ 八 白 り 、 め   。 し 一 
の の 一 っ 吉を 巻舌 古称 傲 る 一 巻 家は四 

四 持 ）   
遊 が 物を る る 三断等 れ あ こ 大上に あ 
戯 そ 崇 判 占 占 四 す に を る 、 七大堀 る 
曲 れ 拝 じ 浅浅 六 る ょ 行 
な で も た で で 九 こ つ つ 「 
も あ 見 の     、 と て て 昔 
め る ら で 巻 巻 巻 で 、 い 
で   れ は 三 四 十 、 恋 た た 万 
  

た な     
古   

ナ， Ⅰ そ 
の 

（ 番 9 て 
よ 

珪ノ 

ナ， し   な 
雨 八 同 本 

、一 九 来 
の 

「   意味 

十は 二 

病退 九八。 、 が水歌 のる 。 巻 十 タ食 霊 ） 忘 

㏄ 

  



 
 

 
 

も
 早
や
消
え
か
け
て
 

 
 

 
 

に
 待
た
 か
と
 」
（
 同
、
 

 
 

 
 

6
 具
ら
な
か
っ
た
。
 

 
 

 
 

を
 悼
ん
だ
歌
に
「
 
鳥
翔
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

て
 不
滅
で
あ
る
と
い
う
 

 
 

 
 

後
 「
山
に
か
く
れ
る
」
 

 
 

 
 

観
念
は
漠
然
と
し
て
い
 

 
 

で
は
な
か
っ
た
。
 

 
 

 
 

五
 、
八
八
二
）
 

、
 「
 

 
 

 
 

ほ
 い
 守
れ
ど
も
 
魂
ぞ
逢
 

 
 

 
 

ぎ
て
い
る
人
の
霊
魂
、
 

所
謂
生
霊
神
の
遊
離
の
観
念
に
塞
く
も
の
で
あ
る
。
 

一
八
 

9
5
 

 
 

 
 

た
 効
果
の
な
い
こ
と
を
 

知
っ
て
い
た
。
 

七
 、
霊
魂
観
念
と
他
界
観
念
 



八
 、
仏
教
の
影
 軒
 

 
 

 
 

神
道
的
で
あ
っ
た
 と
 

 
 

 
 

っ
た
 。
神
の
観
念
の
進
 

 
 

 
 

る
 限
り
、
た
と
い
国
民
 

 
 

 
 

一
九
 

万
葉
人
の
宗
教
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

0
%
 

去
 
）
 
と
云
ひ
、
又
 

 
 

云
っ
た
。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

隠
れ
ぬ
る
」
（
 

巻
 
十
五
、
 

 
 

る
 
。
 

 
 

 
 

方
 
に
よ
る
文
学
的
 

表
 

 
 

 
 

ぅ
 
考
え
が
あ
っ
て
も
、
 

 
 

 
 

か
っ
た
の
で
、
仏
教
が
 

 
 

速
か
に
受
容
れ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
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又 問 の 教 の 理 儒 た 業太 儀 と っ が 的 
は 題 断 で 方 儀 解 散 。 八 千 社 ム な て げ 概 宗 
四 に 絶 は葉礼 し " 従 の を と 教 つ " れ し 教 
諦 つ と こ の の て 仏 つ 牛 婚 し は た 人 ど て と 

（ ぃ 見 れ 知 場 ぃ 教 て で め て 民 。 生 も 現 し 

諸 行 ててを調所たの 輝人 輝 人とか大等 彼も、 伏 そり 取族 宗こ 又を人世 苦虫生紙 て   
、 専有夫来 た る 想 生 な の ら 異 常 に 験 せ れ 
長え 限 な 述 こ 貴 に 観知留 れ り 感 見 が 界 た 
生 る 性 か べ と い は も 講学 る 、 な る 重 観 時 
滅 も な って は 資 一 仏人者面 個 目 ょ な を 代   
生な り 彼 よ に あ じ で る 化か 自 家 な っ た つ 
滅 か 、 等 ぅ 明 る て あ 九僧 つ 覚 に つ 二 れ と て 
戯 つ こ は な ら 。 い つ麻の た と 投 た二て 云 も 

已 た れ 花貝 か 何 た た 呂 研 が 救 入 Ⅳ 、 わ   
" か な の 族 で 故 と   " 究 " 済 し そ 更 れ 儀 

社中 寂滅 ら 、 仏説 厳粛 宗教 ある なら 思わ 憶良 憶良 はそ 自覚 とを て体 さし に深 るの 

為 煩 の な を が ば れ の 、 の の 試 験 て 刻 で 心     
地理 者た 、 人華 等 て は し 面で か（ じ の が 、 

解純 の こ な 教 の ん 用、 に が 学   。 教 に 
  
さ な 埋 れ 人 理 教 だ 想 っ 、 の 我 の つ 現 

実 
れ三にを て 法 ょ生 生 間 解字 はがは 歌 にい 直て良 奈振 興国 が   
い 印 つ の 顕如 振 ， 接 の 朝 に へ 

主 
に 煩 義 

つ し ょ 悶 で あ 
て   つ 
真 人 ナ， Ⅰ 

  行 間         
げ の 
ら 無 

こ O 
た が 知 り り に に く の 

れ 常 点 
て な か 

  、 感 ら 

無 ず も 
常 る 

0 棟 方 
白 に 葉 

  覚 な 人 



  
 
 

 
 

 
 

 
 

三
年
間
道
悪
 や
辮
正
 

 
 

 
 

も
 多
く
外
来
思
想
を
入
 

 
 

 
 

記
 、
論
語
、
荘
子
、
老
 

 
 

 
 

仏
典
で
は
最
勝
王
経
、
 

（
一
一
七
）
 

 
 

 
 

察
せ
ら
れ
る
。
 

8
  

 

-
 
一
一
 

万
葉
人
の
宗
教
 

 
 

 
 

 
 

 
 

て
い
る
が
、
挽
歌
を
 

 
 

 
 

に
お
い
て
は
無
常
の
理
 

 
 

 
 

袖
を
振
り
、
そ
の
跡
を
 

 
 

 
 

は
 は
あ
れ
ど
世
の
申
を
 

 
 

 
 

空
無
常
の
理
を
免
れ
ぬ
 

 
 

 
 

老
 五
年
十
月
十
三
日
の
 

 
 

 
 

、
万
事
簡
略
に
せ
よ
と
 

 
 

 
 

諸
行
無
常
、
生
者
必
滅
 

の
 当
時
の
思
想
を
代
表
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
 

  

    

無常 
を 
感 
ず 
る 
    と 
が 、   
般 
ヤァ し   

弘   
が 、 

ノつ 

ナ， Ⅰ 

桶、 
想 
と （ 

三） なり 

万 
葉 
集 
で 
は 

後 
期 
の 

歌 
人 
  ケプ 甲   

    
の 
思 
想 
が ， 

著 
し 

@   
 
 

  



一
一
一
一
 

 
 

 
 

裕
 も
な
く
、
死
ぬ
 年
 

 
 

 
 

終
生
低
い
地
位
で
過
し
 

 
 

 
 

苦
に
 悩
ん
だ
彼
の
歌
は
 

読
む
者
の
肺
胴
を
打
つ
も
の
が
多
い
。
 

 
 

 
 

旅
人
を
慰
め
、
浄
土
 

往
生
の
徳
を
述
べ
て
い
る
。
 

 
 

 
 

常
に
あ
り
け
る
。
 

 
 

 
 

息
 -
 
、
釈
迦
能
仁
杢
目
 

於
雙
林
 -
 
、
無
レ
免
ニ
泥
 
恒
之
 苦
 -
 
、
故
知
、
二
聖
至
極
、
 

 
 

捜
来
 -
 
、
二
鼠
競
走
、
 

 
 

 
 

水
城
、
 何
図
 偕
老
遠
目
 

 
 

 
 

掩
 、
 無
レ
由
ニ
 
再
見
 -
 
、
 

 
 

従
来
 厭
こ
離
此
抜
土
 -
 
、
本
願
 託
 ニ
空
 
彼
 浄
刹
 -
 
、
 

 
 

 
 

ら
れ
て
い
る
。
 

 
 

 
 

ぬ
を
 主
題
と
す
る
も
 

 
 

 
 

」
と
述
べ
、
歌
に
は
 

 
 

 
 

丈
夫
の
壮
仝
さ
び
 

 
 

五
、
六
 0
 四
）
 

 
 

留
め
か
ね
 っ
 も
（
 同
 、
八
 0
 五
）
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で
 勤
、
敬
二
重
 百
神
 ）
 
、
 

 
 

、
 （
「
 
沈
レ
荊
自
 基
文
」
）
 

と
い
っ
て
、
そ
の
原
因
の
理
解
に
苦
し
み
、
更
に
 

 
 

 
 

、
老
実
着
 妄
 、
 焼
 こ
 其
 

印
川
廿
払
孜
 

、
 奉
 ：
 -
 
散
℡
 
阜
 -
 
血
淋
レ
 

丁
令
 
-
-
 

江
川
 
禧
 -
 
、
 （
目
凹
）
 

 
 

 
 

た
 。
老
身
の
重
病
に
堪
 

え
 兼
ね
て
 

 
 

 
 

 
 

な
 

（
 巻
 

五
 、
八
九
 セ
 ）
 

万
葉
人
の
宗
教
 

一
一
一
一
一
 

@
 

@
  

 

 
 

を
 述
べ
て
い
る
。
 

 
 

収
合
期
離
見
 レ
去
難
せ
 

智
詩
」
に
お
い
て
痛
切
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

之
 光
華
 -
 
、
故
知
、
生
 

 
 

 
 

猶
レ
撃
レ
目
 

、
人
事
 経
 

 
 

が
レ
寄
、
 

 
 

 
 

っ
 た
か
ら
、
現
実
に
ほ
 

 
 

 
 

四
歳
で
重
病
に
か
か
つ
 

た
 時
、
 

  

 
 

 
 

が
そ
の
時
で
あ
る
と
 

感
 



 
 

に
も
な
ら
ず
、
毎
日
泣
き
暮
し
て
い
た
。
 

 
 

っ
 
（
 
同
 、
九
 0
 一
こ
 

 
 

の
 病
気
の
時
も
天
神
地
祇
に
祈
っ
た
。
 

 
 

 
 

 
 

か
る
も
神
の
ま
に
 

 
 

無
し
（
 同
 、
九
 0
 四
）
 

 
 

 
 

に
者
、
病
、
死
と
い
う
 

  

  

 
 

@
  

 

 
 

二
四
 



大
伴
旅
人
 

能
 に
恵
ま
れ
 

実
に
安
住
し
 

こ
と
を
さ
せ
 

世
の
中
は
 

は
妻
の
死
と
 

感
じ
を
よ
ん
 

世
の
中
は
 

と
よ
ん
だ
。
 

の
訳
語
と
し
 

彼
は
天
平
 

は
か
な
さ
を
 

T
 は

 国
家
有
為
の
 

て
豊
か
な
性
格
 

切
れ
な
い
も
の
 

（
三
）
 

な
か
っ
た
。
 そ
 

空
し
き
も
の
と
 

い
う
厳
し
い
事
 

だ
の
で
あ
る
。
 

空
し
き
も
の
と
 

こ
れ
ら
の
歌
に
 

て
用
い
た
の
で
 

二
年
、
京
に
帰
 

歎
い
た
の
で
あ
 

ん
葉
人
の
宗
教
 

 
 

来
 思
想
に
も
十
分
接
し
て
い
 

を
も
っ
て
い
た
彼
は
現
実
を
諦
 敵
 し
そ
う
で
あ
る
が
、
 実
は
彼
の
家
柄
と
藤
原
氏
の
 

が
あ
っ
た
。
そ
こ
に
言
 い
 し
れ
ぬ
憂
 い
 も
あ
っ
た
が
、
 彼
の
育
っ
た
鷹
揚
な
性
格
が
 

 
 

し
た
が
、
そ
の
弔
問
に
答
え
 

 
 

五
、
セ
 九
三
）
 

 
 

て
 、
こ
れ
を
ム
教
の
無
常
の
 

 
 

じ
た
膳
部
三
を
 い
 た
む
人
が
 

 
 

、
四
四
一
 コ
 

 
 

底
 し
た
感
じ
を
表
わ
し
た
 

あ
る
と
も
 去
百
 
わ
れ
て
い
る
。
（
三
三
 

 
 

だ
 歌
人
音
 は
 変
ら
は
自
然
の
 

 
 

一
方
即
興
的
な
請
酒
 歌
 十
三
 

二
五
 た

 。
此
様
に
地
位
、
 オ
 

権
勢
と
の
関
係
か
ら
 現
 

事
 に
執
着
し
停
滞
す
る
 

た
歌
 

理
 に
よ
っ
て
首
肯
い
た
 

も
の
で
、
仏
語
の
「
 空
 」
 

風
物
に
比
べ
て
人
問
の
 

昔
 を
ょ
ん
で
、
悲
哀
を
 

べ ぎ雑た もつる 。 思 、 
で 然 の 従 愛 
も と も つ 十ま 

ら し こ て 断 
う た の 彼 ち 

。 宗 た は 難 
教 め 低 く 

行 で 道   

事 あ を 生 

さ る 惨死 と 

営   し は す 
み 憶 て 尽 る 

、 良 生 き ム 
世 を 死難教 
問 ム の か に   
着 と 脱 こ す 
が 見 す こ ろ 

強 る る に 訳 
す 人公 と 世 に 
ぎ と 冗い 間 は   
矢 の 度 定 な 
張知 に も か 
り 識 ま 田 つ   

万 人 で 来 た 
葉 と は ず   

人 見 徹 、 ム 
の る 底超教 
中 人呈出 蔵 め 
で と 9 来 も 無 
は が な 出 常 
最 あ か来観 
も る つ な に 
博 が た い 塞 < ジ < 

ム 枝 枝 レ 人 
教 を が ン 生 
を 信 長 マ 観 
学 者 族 に を 
ん と 宗 陥 抱 
だ 見 放つ い 
思、 る 的 て て 
想 に な い か 
家 は 行 た な 
と 余 事 の が 
見 り を で も 

る に 行 あ ち 

ウ
 
q
 

O
 

 
 

 
 

  

 
 



  

み か み 常 、 年 わ 次 じ ． 時 
と ね の た こ 少 れ 第た 代   

  

同 篇 あ も 刻 は、 め か で 
、 む し （ な う ね っ も   

二 も の   よ 層 ら し た 
）無 山 四 ん 悉 な か   

し 道 六 で 観 か し 彼 
（ を 正 い 的 つ 名 は 
同 指 ） る に た 門 名 し の な 。 も 門 
四 て も ら こ 文 人 
大 入 こ ざ の 旅 伴 
』 / 卜 "  日 め る た 人 家 
） な た を め の の 

す め 得 に 頃 御 
隠、 で な 被 か 曹 
@ あ か の ら 子 
ケア し ろ つ 歌藤 で 
し う た が 原 あ 
か   。 悲 、 氏 る 
セま 

其 仮役 はが 哀 、 のか 勢 も 

息、 天憶 優 カ   

ふ 平良 美 に 家 

に胸 

土や 、 圧 門 
一 旅 せ さ の 

亡
心
れ
た
楽
 

聖
と
負
せ
 

一
 貫
 

生
者
つ
 

は
ム
説
の
 

抱
い
て
い
 

本
 思
想
に
 

 
 

を
あ
ら
 な
 
（
 
巻
二
 、
三
四
九
）
 

 
 

 
 

ム
 教
思
想
を
 

（
一
一
一
一
一
一
）
 

 
 

 
 

、
 ム
教
の
根
 

よ
っ
て
自
ら
納
得
す
る
こ
と
が
多
か
つ
た
。
 

 
 

一
一
幸
、
 

ノ
 

 
  

 

 
 

 
 

「
酒
の
名
を
 

 
 

 
 

。
こ
の
中
の
 



  
  

 
 

 
  

 

 
 お

現
世
に
永
く
生
き
る
欲
望
は
消
え
な
か
っ
た
。
 

 
 千

歳
の
命
（
 

同
 
、
四
四
七
 

0
 
）
 

二
セ
 

万
葉
人
の
宗
教
 

工 04 
  

        



  

と 書な か 主 で の 

の 上 ぅ で あ 持 は   
つ ぅ 他見 
た が の と   

嘉 零丁 睾間差姦発貞雰課窩俺 に他人様 此方にに   
あ り 歌 そ 、 山 が 照 く ぞ 回 る の 埋忠 て   

9 げ も の火 や 命 る 大知 に 雲外 想想逼当   
五 み る い梅 花 蓮 ち の の て あ 常 で深歩調 
年 げ 。 て m ぬ は か ご 束 ぬ る 観 あ く で 人 
ほ ろ 例 表 の れ れ げ と 師 か むを り 如斯 と 

、 識様 同     
な れ 観 と 
参 て し 現 

  
抑 、 紀     で ち ょ と 
当 = 伊 を （ ノ 氏 "" い で ん の 

る あ だ ジ 

め る の レ 

  

    ナ - 町 の   はぅ ム。 は ・ 、 シ マ 
石 の 二 ）   教 方 便 で 

の 葉 く あ 
満 を   五 

妻 児 
  影 後家 つ 

氷 「 響 期 間 た 
の て が の の   
天 よ 泡   ノ氏 の如 平二 んだ な が 難 
午 歌 し 
の 帝ア く - 」 

っ前 ぎ 

歌 
た 期 を 

水 「 
結 の 自 

の 
果 敵営 
と 人 し 

上 見 の た 
ヰブ ヒ て 親 か 
数 2 世 ら 
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っ
た
 

て
い
 

民
族
 

遷
と
 

睡
  

 

一
 

一
 一
 

 
 

の
で
あ
る
。
こ
の
意
味
で
万
葉
人
は
民
 

た
 。
従
っ
て
彼
等
の
間
に
は
儀
礼
的
に
 

宗
教
と
仏
教
と
の
併
存
の
一
つ
の
理
由
 

外
来
宗
教
摂
取
の
様
子
と
を
知
る
貴
い
 

土
屋
文
明
氏
万
葉
年
表
に
 
よ
 る
 

春
陽
 堂
 刊
、
万
葉
集
講
座
、
第
二
巻
 

万
葉
集
大
成
、
第
八
巻
 

松
村
武
雄
博
士
、
万
葉
集
に
於
け
る
宗
教
 

万
葉
人
の
宗
教
 

、
神
話
 

族
 宗
教
 

は
 現
実
 

を
 見
る
 

資
料
で
 の

 儀
礼
を
行
 

肯
定
の
民
族
 

こ
と
が
出
来
 

あ
る
。
（
 一
 

（
春
陽
 
堂
 、
万
 、よ 。九五 宗払笘る し ヰ 」 

六 か が が 
七六 五   く " ら 

も
 、
人
生
観
に
は
普
遍
的
宗
教
で
あ
る
 

思
想
的
に
は
現
実
否
定
の
仏
教
が
行
わ
 

て
 万
葉
集
は
日
本
宗
教
史
の
一
環
と
ん
 

九
・
一
）
 

葉
集
 講
座
、
第
二
巻
、
一
 
セ
 一
頁
）
 

原
田
敏
明
氏
、
万
葉
集
と
宗
教
信
仰
（
 
方
 

セ
 五
頁
）
 

久
松
潜
一
博
士
、
万
葉
集
考
 
説
 、
 序
 

武
田
祐
吉
博
士
、
万
葉
集
全
註
釈
、
第
二
 

二
九
   

巻 葉 て れ 体 
教
の
理
解
を
 

て
い
た
。
 
こ
 

、
古
代
七
万
数
 

集
大
成
、
第
八
 

一
、
五
三
頁
 

も
つ
 

こ
に
 

の
変
 

一
巻
、
 

0
6
 

 
 

 
 

 
 

を
 
肯
定
讃
美
し
て
い
た
 

 
 

 
 

を
厭
ふ
歌
 

」
も
仏
僧
 

め
 

書
い
た
も
の
と
想
像
さ
れ
る
が
、
そ
の
歌
 

 
 

る
か
も
（
 

巻
 
十
六
、
三
八
四
九
）
 

 
 

ね
 
ら
ず
も
（
 

同
 
、
三
八
五
 

0
 
）
 

 
 

想
の
浄
土
を
求
め
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

仏
教
の
無
常
観
に
よ
 

つ
 

 
 

 
 

に
ま
で
は
踏
み
出
し
て
 

 
 

 
 

む
ま
で
に
は
至
ら
な
か
 



  

二
五
 

ト
 一
山
、
 

ノ
 

ニ
セ
 

二
 O
 

Ⅰ
一
一
 

Ⅰ
一
一
一
 

二
三
 

二
四
 

一
一
一
 

コ
 一
一
一
 

一
四
 

）
 五
 

一
山
、
 

ノ
 

一
・
七
 

一
八
 

一
九
 

一 一 

一 0 九 八 

  

原
田
氏
、
前
記
、
七
三
頁
 

松
村
博
士
、
前
記
、
一
七
六
頁
 

武
田
博
モ
、
前
記
、
第
四
巻
、
二
一
 0
 頁
 

や
の
 
（
 
0
 
ダ
 づ
 
く
 ・
の
 
，
 ㏄
～
）
 

ロ
 
（
）
（
 

0
g
.
 
d
,
 

～
）
 

e
 
 
セ
ゃ
笘
 

Ⅱ
 o
h
 

づ
 ・
㏄
の
 

㌧
（
 
曲
 
z
e
 
「
 
，
ナ
の
 
二
円
二
の
目
 
曲
幅
ざ
ジ
ロ
 

0
 二
幅
 
ド
コ
 

久
松
博
士
、
前
記
、
一
一
五
頁
 

松
村
博
士
、
前
記
、
一
 セ
 七
頁
 

西
村
真
次
 氏
 、
万
葉
集
の
文
化
史
的
研
究
、
 

同
 

周
三
一
三
頁
 

仝
 子
 九
目
 氏
 、
万
葉
集
評
釈
、
第
二
巻
、
一
 

 
 

同
 

前
記
、
第
二
巻
、
一
五
四
頁
、
 

一
巻
、
五
 0
 九
頁
 

比
佐
敏
夫
氏
、
万
葉
の
諸
相
、
九
 セ
頁
 

大
西
 克
 礼
博
士
、
万
葉
集
の
自
然
感
情
、
二
 

仝
 子
 氏
、
前
記
、
第
一
巻
、
五
九
一
頁
 

武
田
博
士
、
柿
本
人
麻
呂
評
伝
（
万
葉
集
大
 

頁
 ）
 

比
佐
 氏
 、
前
記
、
三
一
頁
 

続
日
本
紀
、
同
日
乗
 

ぬ
回
真
幸
氏
、
山
上
憶
良
論
（
万
葉
集
大
成
 
、
第
九
巻
、
一
セ
 
二
 

d
 す
 0
 
 
の
 0
q
 

の
・
）
の
う
の
，
 

o
h
 
 

パ
ソ
目
的
，
 

ド
 
の
め
 
巾
 

三
上
八
一
一
一
旦
 

五
六
五
頁
 

金
子
氏
、
前
記
、
第
 

前
記
、
二
 0
 三
頁
 

五
四
 ｜
 六
頁
 

成
 、
第
九
巻
、
四
六
 

二
九
金
子
氏
、
前
記
、
第
二
巻
、
一
四
二
頁
 

三
 0
 
 武
田
博
士
、
前
記
、
第
五
巻
、
二
四
頁
、
二
五
三
頁
 

 
 

昔
 、
一
五
 

セ
頁
 ）
 

二
三
土
屋
 氏
 、
前
記
、
五
九
頁
 

三
三
周
 

同
八
九
頁
 

 
 

0
 セ
頁
 ）
 

二
八
土
屋
文
明
氏
、
旅
人
と
 
捷
良
 、
一
九
四
頁
 

三
 O
 

頁
 ）
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一
 
習
俗
と
し
て
の
物
忌
 

Ⅱ
物
忌
の
概
念
 

 
 

気
に
懸
 る
 専
有
時
、
陰
陽
師
に
 

 
 

ず
 家
の
内
に
引
こ
も
り
居
て
 、
人
 

 
 

附
 て
し
の
ぶ
草
の
茎
に
ゆ
 ひ
射
 て
 

ゆ
 
患
者
 

、
 
是
は
大
事
の
事
 也
 幾
日
が
 

謹
 し
み
ゐ
る
 也
 、
 
某
問
は
柳
 

 
  

 

一
一
一
一
 

 
 

 
 

 
 

も
の
い
み
し
に
は
、
 

真
 

和
 

一
 一
 

子
 

小
 
4
 

 
 

 
 

奉
仕
す
る
人
Ⅱ
巫
を
 

 
 

 
 

で
 用
み
ら
れ
て
ゐ
る
。
 

 
 

 
 

 
 

を
 帯
び
て
ゐ
る
。
そ
れ
 

 
 

 
 

御
霊
信
仰
の
隆
盛
、
 

軒
 

 
 

 
 

想
 的
基
底
を
明
ら
め
る
 

 
 

集
め
得
た
結
果
を
整
理
報
告
す
る
。
 

思
 

考
 

物
 

  



  

   
 

一
一
一
一
一
 

I
0
 

 
 

 
 

雑
記
、
十
六
神
仏
）
 

 
 

 
 

」
れ
は
平
安
車
 期
 に
盛
 

 
 

 
 

が
あ
り
、
さ
ら
に
そ
の
 

 
 

 
 

 
 

 
 

の
 特
徴
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
 

㈲
御
堂
関
白
記
の
物
忌
記
事
 数
 

周
知
の
そ
う
に
御
堂
関
白
記
は
一
世
の
寵
児
藤
原
道
 

 
 

 
 

 
 

 
 

半
年
単
位
の
具
注
暦
）
、
自
筆
 木
 が
一
四
巻
を
占
め
る
。
 

 
 

 
 

 
 

を
 併
せ
考
へ
れ
ば
当
然
で
も
あ
ら
う
。
 

  



事 ㈲ ヰこ 寒行 食 り し ほ な の が の 
  

 
 

 
 

る
 。
 

 
 

 
 

さ
を
示
し
、
 且
 、
 そ
 

 
 

 
 

四
十
余
日
を
数
へ
な
 

 
 

 
 

く
、
 此
の
表
は
半
年
 

 
 

 
 

傾
向
は
よ
り
一
般
的
 

 
 

 
 

日
常
に
も
例
を
得
る
 

 
 

 
 

0
 の
物
忌
日
を
記
録
 

 
 

 
 

次
頁
 B
 表
参
照
）
 

 
 

 
 

B
 表
に
明
ら
か
な
 通
 

 
 

 
 

祖
 吾
一
 0
 ）
、
一
一
日
 

 
 

 
 

、
習
俗
の
忠
実
な
 履
 

 
 

 
 

会
 に
あ
っ
て
独
特
な
 

盤
を
確
立
し
て
 ぬ
 た
こ
と
を
示
さ
 う
 。
 

 
 

 
 

日
記
々
 事
ゃ
 物
語
類
 

 
 

 
 

て
考
 へ
ら
れ
る
。
 

物
忌
日
の
設
定
 

 
 

 
 

忌
の
項
に
「
 毎
 有
権
 

 
 

 
 

に
侠
 っ
 も
の
で
あ
る
 

一
一
一
一
一
一
 

物
忌
 
考
 

ⅠⅠ 0 

  



  

B 表 
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ⅠⅠⅠ 

そ 3 

( 文声 キ ぢ在タ体 ) 
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6 丁 味乙穏み る 
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% 

ⅠⅠ ち / 
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併科 ねズお ) 

毛色 丁戊色 

      

i. 3% ゾ Ⅰ ⅠⅠ Ⅰ + 

み Ⅱ ナ 

て ホタ～ 4 

Ⅰ も五 / 申 * ⅠⅠ Ⅰ● 

キ紀 
  
が之 

三
四
 

 
 

、
た
と
 へ
ば
 左
に
知
ら
れ
る
ご
と
ぎ
で
あ
る
。
 

11%   



「
小
右
記
」
寛
弘
九
年
六
月
十
六
日
王
子
、
 

 
 

 
 

月
 十
二
日
四
時
、
 

 
 

 
 

白
虎
、
 

悔
過
 

卦
力
 知
 

曲
作
 
竹
 功
力
 

 
 

 
 

正
月
四
月
 節
 中
中
 

る
 目
地
云
々
 

「
 同
右
 」
 萬
爵
 五
年
 セ
月
 十
日
葵
 卯
 、
 

 
 

 
 

緯
誇
辻
施
 

㌻
相
姦
 
納
韻
 
、
 

 
 

 
 

、
丈
高
志
、
子
道
 

 
 

不
敬
正
午
 

 
 

、
主
計
頭
・
暦
博
モ
 と
 

 
 

 
 

と
 並
び
称
さ
れ
「
 光
 

 
 

 
 

遺
跡
を
つ
い
で
暦
道
の
 

 
 

る
 。
 文
 高
は
 惟
 十
本
氏
、
こ
の
こ
ろ
の
陰
陽
頭
。
 

 
 

 
 

忌
 設
定
に
用
 ゐ
 ら
れ
 

 
 

 
 

る
 陰
陽
道
は
広
義
に
用
 

 
 

 
 

こ
の
式
占
は
易
占
と
な
 

 
 

 
 

ら
れ
た
古
兵
、
典
拠
は
 

 
 

 
 

ト
 署
の
規
制
そ
の
ま
 ム
 

物
忌
 
考
 

三
五
 

1 Ⅰ 2 



 
 

 
 

二
日
目
を
乙
の
日
と
称
 

 
 

 
 

、
 以
 篇
目
、
 謂
之
 

 
 

 
 

子
貢
 辰
午
 甲
皮
 為
 

陽
 、
 丑
 卵
目
 未
 西
友
 為
陰
 、
 是
 台
十
二
支
 地
之
 敏
也
、
 

 
 

人
事
、
覆
載
 之
問
 

（
「
 
暦
林
 問
答
 集
 」
上
荻
十
千
十
二
支
第
二
十
三
）
 

吉
凶
窮
達
、
不
可
難
地
 

 
 

 
 

表
 に
お
け
る
原
則
的
 

 
 

 
 

で
 得
ら
れ
る
の
も
、
 蓋
 

五
一
Ⅰ
 

ハ
 

 
 

 
 

太
ト
 今
に
よ
る
と
式
 

用
法
は
お
 ょ
そ
 次
の
ご
と
 ぎ
 も
の
で
あ
っ
た
。
 

 
 

 
 

心
為
レ
地
 
、
刻
 ロ
十
 

 
 

 
 

二
日
日
立
 陰
 、
 

 
 

 
 

ハ
辰
 十
二
樽
 以
ニ
 

 
 

 
 

太
常
、
五
古
 獣
 

 
 

 
 

魁
 、
三
月
 従
魁
 

 
 

 
 

一
月
神
 
后
 

 
 

 
 

て
慎
 し
む
た
め
の
 

 
 

想
 に
も
と
づ
く
行
事
と
 
云
ふ
 べ
き
で
あ
る
。
 

 
 

答
 集
は
日
の
干
支
を
釈
し
て
次
の
そ
う
に
 
云
ふ
 。
 

も 
  天 王 二 の 

Ⅰ 13 



 
 

 
 

思
 は
 、
 

 
 

の
時
 忌
 ・
 

 
 

へ
る
も
の
 

 
 

存
続
す
べ
 

 
 

束
は
、
む
 

二
 
物
忌
の
原
因
 

 
 

に
 述
べ
 

 
 

勢
 に
お
い
 

繁
さ
に
も
意
味
が
生
じ
て
く
る
。
 

物
忌
 
考
 

 
 

の
 知
識
に
包
ま
 

 
 

始
め
て
物
忌
の
 

三
七
 

陰
陽
道
に
 

方
忌
 や
 、
 

で
あ
る
。
 

ぎ
 要
件
と
 

し
 ろ
天
文
 塞

 く
 

天
文
 

そ
れ
 

し
て
 

禁
忌
 

 
 

 
 

 
 

 
 

・
暦
道
禁
忌
を
は
る
か
に
凌
ぐ
も
の
で
あ
っ
た
。
 

 
 

よ
っ
て
諒
解
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
 

 
 

に
っ
き
か
な
り
長
期
に
わ
た
る
こ
 

 
 

か
禾
 調
査
で
あ
る
が
、
事
例
の
す
べ
 

 
 

廿
五
 ・
 肝
 ・
 升
五
 ・
 冊
 ・
 冊
 五
日
の
 

 
 

一
件
は
、
最
大
月
六
日
を
拘
束
す
る
 

 
 

続
く
物
忌
を
生
ず
る
わ
け
で
あ
り
、
 

 
 

、
わ
り
な
い
思
ひ
に
悩
む
姿
は
こ
の
 

 
 

と
が
、
ま
た
先
の
例
よ
り
徴
さ
れ
る
 

て
は
「
 期
 佐
田
以
後
 ?
 日
向
、
 及
 ）
 

い
 づ
れ
か
を
と
り
、
月
数
は
将
神
の
 

こ
と
と
な
り
、
二
件
で
は
一
二
日
・
 

蜻
蛉
日
記
や
和
泉
式
部
日
記
に
お
 い
 

際
 非
常
に
印
象
的
で
あ
る
。
 

-
 
。
原
因
 

月
 飾
串
 

動
向
 次
 

三
件
で
 

て
、
 廿
号
 114   

  

 
 

 
 



 
 

 
 

場
 師
の
占
方
を
求
め
た
 

も
の
で
あ
る
。
 

 
 

一
紀
 

）
 

0
 
 
（
外
記
）
 
庁
虹
立
怖
館
 
㌃
 セ
 ・
 
ギ
 ・
 勤
 ）
 

 
 

散
咋
 椅
子
 借
或
 駅
前
祝
 蒜
 前
日
神
，
 
蒜
 ）
 

0
 各
式
 峯
鳴
 、
左
近
陸
夫
 繍
 ㌔
・
 q
0
 
ド
一
 
き
 

 
 

右
記
）
・
ハ
二
 

 
 

 
 

あ
れ
ば
、
大
樹
緑
樹
の
 

 
 

 
 

明
の
投
石
、
外
出
後
の
落
 

 
 

 
 

蟻
 烏
鷺
 鴨
 鳩
笛
な
 ゼ
 に
 

 
 

 
 

る
る
の
で
あ
っ
て
 、
そ
 

  

る つ に と い 

  

  

 
 

三
八
 

 
  

 

直
接
 因
 １
１
 %
 
異
 ・
夢
想
・
も
の
の
 け
 
・
そ
の
他
 

 
 

 
 

陰
陽
と
天
文
、
陰
陽
 

 
 

 
 

れ
ぞ
れ
別
個
な
 範
嘩
 

 
 

 
 

現
象
を
占
す
る
に
あ
 

 
 

 
 

具
体
例
か
ら
分
類
 す
 

 
 

れ
る
。
 

田
怖
異
 

      
    

  



  

  

㈲
夢
想
 

0
 今
明
夢
想
物
忌
 綜
窒
 ユ
ニ
・
 き
 

0
 依
 有
人
夢
想
籠
居
物
忌
 鏑
 ㌔
 コ
 ア
 巴
 

  

 
 

 
 

夢
枕
に
現
れ
た
も
の
ま
 

 
 

 
 

断
 で
物
忌
を
成
立
せ
し
 

 
 

 
 

し
て
物
忌
か
た
く
し
て
 

 
 

 
 

て
い
か
に
 ぞ
 と
こ
ま
か
 

 
 

 
 

ば
し
は
内
へ
も
 ま
ゐ
り
 

 
 

 
 

し
た
か
明
ら
か
で
な
い
 

 
 

様
 二
日
を
単
位
と
し
て
ゐ
る
。
 

㈹
も
の
ム
げ
 

 
 

自
記
）
一
・
七
 

 
 

甘
八
案
 

）
 

 
 

 
 

よ
り
つ
ぎ
は
病
の
一
つ
 

 
 

 
 

弱
を
覚
え
る
心
に
は
そ
 

 
 

 
 

に
お
ぼ
し
め
し
て
御
物
 

 
 

 
 

に
も
御
も
の
い
み
が
ち
 

 
 

も
な
っ
て
く
る
の
で
あ
っ
た
。
 

物
忌
 
考
 

三
九
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女
東
宮
妃
婿
子
の
逝
 

㈲
そ
の
他
 

 
 

一
生
、
祖
父
大
納
言
籠
物
憂
 

ぬ
和
 

五
連
・
 

廿
巴
 

0
 今
明
一
合
物
忌
 

繍
 体
力
、
 

炉
 、
 
廿
趨
 

 
 

 
 

で
も
あ
ら
う
が
、
こ
の
 

 
 

 
 

減
少
を
見
る
一
方
、
 

た
 

 
 

 
 

う
 に
暦
道
禁
忌
や
易
占
 

 
 

 
 

、
 
単
に
「
 

慎
 」
を
示
す
 

普
通
名
詞
と
堕
し
て
ゐ
る
。
年
の
戒
慎
に
つ
い
て
は
、
 

 
 

と
し
て
ゐ
る
。
 

 
 

 
 

六
日
、
今
昔
物
語
 

巻
 

 
 

 
 

一
で
は
あ
る
が
、
む
し
 

 
 

慮
 す
べ
 
き
 か
も
知
れ
ぬ
。
 

㈲
間
接
 
因
 
１
場
 

 
 

 
 

べ
き
性
具
現
象
は
 

、
 

 
 

 
 

 
 

 
 

廊
 の
御
古
に
付
さ
れ
た
 

の
型
を
有
っ
て
ゐ
る
。
 

㈹
社
寺
陵
墓
 

 
 

 
 

 
 

  

ワ
 

 
  

 

  



 
 

 
 

」
の
太
政
官
符
が
出
さ
 

 
 

 
 

い
て
神
祇
官
 ト
 ・
陰
陽
 

 
 

 
 

る
も
の
で
あ
っ
た
（
 類
 

 
 

 
 

異
は
神
祇
官
の
亀
ト
 に
 

 
 

 
 

目
は
 、
両
者
の
ト
占
の
 

 
 

 
 

か
を
判
ず
る
に
と
 %
 ま
 

 
 

 
 

統
 に
よ
っ
て
た
つ
 官
ト
 

 
 

あ
っ
て
国
政
に
寄
与
・
拘
束
を
与
へ
た
の
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

・
石
清
水
・
出
雲
 杵
 

 
 

 
 

に
い
た
り
、
や
が
て
 春
 

 
 

 
 

国
幣
の
区
別
な
く
、
 
寺
 

 
 

 
 

が
で
き
る
。
 

㈲
氏
神
・
氏
寺
・
祖
廟
 

 
 

 
 

び
に
各
式
 峯
 ・
春
日
・
 

 
 

 
 

、
そ
の
時
に
藤
氏
 

 
 

 
 

忌
 を
か
ぎ
て
一
の
 

所
 よ
り
く
ば
ら
し
め
給
ふ
 

（
大
鏡
太
政
大
臣
道
長
の
条
）
 

四
一
 

物
忌
 
考
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四
二
 

 
 

 
 

新
興
氏
族
と
し
て
政
権
 

 
 

 
 

此
等
氏
神
、
氏
寺
、
祖
 

 
 

め
た
の
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

老
友
卯
酉
 亜
 末
年
、
 

 
 

月
明
年
正
月
四
月
飾
串
 並
 甲
乙
 也
 云
々
 

（
小
右
記
、
寛
弘
九
年
一
八
月
十
六
日
王
子
）
 

 
 

 
 

は
あ
る
ら
し
い
）
は
 年
 

 
 

 
 

物
忌
の
履
行
を
求
め
ら
 

 
 

得
た
理
由
も
こ
 ュ
 に
あ
ら
う
。
 

 
 

 
 

る
 。
御
堂
関
白
記
・
 

 
 

 
 

し
て
実
家
を
出
た
場
合
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

之
、
 

（
小
右
記
永
観
二
年
十
一
月
八
日
）
 

 
 

 
 

の
妻
 源
 倫
子
も
夫
の
物
 

 
 

 
 

に
も
及
ぶ
の
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

父
 で
は
あ
る
が
、
天
皇
 

 
 

 
 

に
 価
し
ま
う
。
そ
の
後
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の
 

 
 

て
、
 

 
 

る
 

 
 

司
 

 
 

ゐ
 

 
 

し
 

物
忌
 
考
 

 
 

0
%
 、
他
は
左
近
陣
に
 

 
 

は
 、
同
官
左
右
弁
官
 局
 

 
 

例
は
 、
小
右
記
長
和
 四
 

 
 

物
語
っ
て
ゐ
る
。
こ
れ
 

 
 

あ
っ
た
左
大
臣
の
肩
書
 

 
 

北
の
板
間
を
い
 ひ
、
宮
 

四
三
 

2
0
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ぬ
之
由
 
」
（
 
萬
詩
 
三
年
五
 

月
 七
、
八
日
）
 

㈱
諸
所
司
 

0
 左
経
記
 長
元
 
セ
年
 
十
一
月
十
三
日
乙
女
、
 

 
 

 
 

盛
ト
云
 
、
 佐
所
寅
 

 
 

 
 

廿
 主
薬
日
、
口
 

主
 

期
 息
慎
、
 
兼
又
被
 
初
篇
 
無
其
 
替
手
者
、
 

同
十
六
日
茂
實
…
 

依
 外
記
 
虹
佑
奇
 
今
明
閉
門
 

 
 

%
 
減
 
吋
鵠
矢
 
不
当
御
年
 

同
二
十
四
日
 

乙
酉
 御
物
忌
 

  

  

  

  

  

  



  

 
 

交
渉
も
絶
 

 
 

散
ら
し
、
 

 
 

の
で
あ
 っ
 

 
 

0
 間
柄
 

 
 

」
の
御
方
 

 
 

は
 
「
 か
ぅ
 

 
 

を
 気
遣
っ
 

   
 

何
で
、
周
囲
は
 

 
 

耳
 お
し
 そ
へ
 

た
 （
蜻
蛉
日
記
、
天
 祓
 元
年
）
。
 

 
 

「
く
れ
に
は
 

 
 

か
ら
御
座
所
に
 

 
 

ほ
ど
の
つ
れ
な
 

 
 

同
門
外
耳
開
業
 

  

 
 

 
 

年
 五
月
六
月
十
月
 節
 

 
 

期
 冊
目
以
内
皮
 己
日
 、
不
取
達
朗
 蒜
窒
 ・
 ヂ
 ・
三
 
%
 

 
 

 
 

物
忌
を
課
す
る
の
で
あ
 

 
 

 
 

籠
る
（
枕
草
子
一
二
三
 

 
 

 
 

り
の
御
文
な
ど
取
り
入
 

    

申
 会
議
の
座
と
な
っ
て
ゐ
る
。
陣
の
物
忌
中
の
 

ヰ
ハ
 

-
 
し
 
。
 

か
や
 う
 に
し
て
行
は
れ
る
所
司
の
物
忌
 例
と
 

上
司
を
勤
め
る
者
は
寺
の
佐
 異
 が
年
廻
を
間
は
 

記
 長
保
元
年
九
月
十
七
日
）
。
 

㈲
 
家
 

 
 

四
四
 

 
 

を
 遷
し
て
事
を
は
こ
ぶ
例
で
あ
 っ
 

 
 

見
る
の
み
で
あ
る
が
、
更
に
寺
の
 

 
 

院
の
物
忌
も
見
出
さ
れ
る
（
小
君
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の
 物
忌
を
尊
重
し
あ
ふ
礼
儀
と
等
し
い
。
 

と
こ
ろ
で
家
の
あ
る
じ
の
も
と
に
養
育
さ
れ
あ
る
い
 

 
 

 
 

三
物
忌
の
態
勢
 

Ⅱ
閉
門
籠
居
 

物
忌
の
最
も
基
本
的
な
型
は
そ
の
住
居
に
引
籠
り
 閉
 

 
 

法
 ・
程
度
な
ど
に
複
雑
な
様
相
を
有
し
て
ゐ
る
。
 

「
今
明
堅
固
物
忌
閉
門
 殊
慎
 、
 修
楓
諦
干
 広
隆
寺
・
 

 
 

0
 左
大
臣
 殿
 に
か
た
ぎ
物
忌
出
き
に
 げ
 り
、
御
門
の
 

戸
ょ
 9
%
 子
な
ど
も
入
れ
ず
し
て
 僧
 ば
か
り
 ぞ
参
 

と
す
る
に
、
と
ね
り
二
人
 ゐ
て
 「
人
な
い
れ
そ
と
 

0
 既
に
莫
目
に
成
ぬ
れ
ば
 極
く
 物
忌
を
固
く
し
て
 

物
 の
 迫
よ
 り
 臨
は
 

物
忌
 
考
 

  

 
 

の
 非
社
会
性
は
 、
物
 -
 
忌
の
 

 
 

来
訪
者
と
の
 接
 渉
の
方
 

 
 

の
 貴
族
社
会
一
般
に
お
い
 

 
 

れ
た
様
子
で
あ
る
。
 

は
ざ
ま
に
か
い
だ
て
な
ど
し
て
仁
王
講
お
こ
な
は
る
 、
 僧
も
高
陽
院
の
か
た
の
 上
 

 
 

り
て
土
戸
よ
り
ま
 ゐ
 ら
ん
 

 
 

二
臥
 長
物
忌
事
）
 

 
 

し
た
り
…
門
を
強
く
 閉
て
 

 
 

一
一
一
）
 

四
五
 

 
 

 
 

 
 

た
か
、
は
疑
問
で
あ
る
。
 

な
め
ら
れ
て
ゐ
る
（
落
窪
物
語
）
。
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に 白梅 事度 げ と の 破 遺 児 
訴 下天 を 如 て 当 0 な そ で っ 此 0 さ 術 
へ 待網 誰何 を 時 方 大 つ し あ て 等今 木 れ 的 
ら 即 青 し に り の 到 将 て て る 怨 の 日 朝 て な 
れ町 充 て あ " 風 " 日 く さ 。 霊 例格 世 ゐ 要 
て 奉天 ゐ っ そ 潮 依 来 る ら に は 由 紀 る 素 
ゐ 老 将 る た の は 有 官 。 に と み 称 " 。 の 
る し に 。 事 た 、 荷悩   

り な 大 仁 孝 
    こ 間物 平 分 

、 回 虫 而 の め 門 恵 三 な 
ら が大年 行 

た な 閉 捧 て ・ 

詰 る 門 十 あ 
や 慎 戸 人 る 

る 、 み懸 日 が 、 
  

の 葛水 子 か 
陣 に 香   

を 声 で 間 る 
は な う巻 風 
広 く 妖 じ 習 

沖 土よ 二 

た 井 云 当 
ば 界今 
か へ 日 

時一 

牙、 
り の 疫 師   に 悪 鬼 サァ し 

は 薄柿 可 見 
な 
れ 

外 泊、 Ⅰ   も 

理 庶政充 実入   案 遮 や 意其 の   

断 は 味難   

を 、 を 有 
当 持此 見、 
持 つ事   え、 @ 

  の こ 近 
説 と 衛 
話 を 朝 
集 証 帝ァ "- 

に し お呉 
し よ   い 

  あ て 
る ばし ぅ 。 左 

の 

見 際 如 出 ぎ 
さ 物 言色   れ 忌 録 

官 佛 の た強談 彼 確 る を が ， 
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ぬ
 る
。
 

 
 

 
 

セ
 苗
間
朝
節
三
間
大
 

 
 

 
 

た
も
の
ら
し
い
が
、
 
日
 

 
 

段
 ）
に
見
え
る
。
 

 
 

 
 

り
 、
物
忌
と
記
し
た
 

 
 

 
 

口
七
 

 
 

物
忌
 
考
 

 
 

 
 

と
 、
物
忌
は
蔵
人
所
 

 
 

 
 

出
納
は
物
忌
札
を
関
係
 

各
所
に
配
布
、
そ
れ
ら
は
 注
 そ
の
他
に
貼
付
さ
れ
た
。
 

 
 

進
物
所
、
造
酒
内
侍
、
 

 
 

 
 

の
御
 住
居
に
あ
た
っ
て
 

を
 遠
ざ
 

㈲
尾
 

大
鏡
 

て
 強
い
 

忌
 習
俗
 け

 ん
が
為
の
方
策
で
あ
っ
た
ら
 ぅ
 。
 

内
で
の
態
勢
 

 
 

道
長
 も
ま
た
時
折
別
殿
に
息
籠
り
て
ゐ
る
。
 こ
 

 
 

を
も
含
め
て
屋
内
で
の
態
勢
を
告
る
史
料
に
ほ
と
 

の
 一
面
を
物
語
る
と
い
へ
る
。
 

 
 

 
 

所
 

か
ム
る
 習
は
 

し
な
い
の
で
あ
  

 

 
 

ャ
ま
 

 
 

せ
 取

入
れ
ず
、
あ
る
い
は
物
忌
の
あ
げ
る
 

ず
 、
仲
介
し
て
近
侍
の
蔵
人
が
口
頭
で
 ま

で
 開
 ぎ
み
る
 

奏
し
、
奏
覧
の
 

に
付
す
る
の
も
 

れ
は
戒
慎
の
度
 

ん
ど
接
し
な
い
 の の " 必 こ 

も 栖 外塁き と 

物め 気 あ な 



四
八
 

 
 

 
 

た
の
で
あ
っ
た
（
 禁
秘
 

 
 

 
 

千
三
一
段
）
。
 

 
 

 
 

は
 天
子
の
御
物
忌
を
妨
 

 
 

 
 

も
殿
上
間
は
天
子
御
座
 

 
 

 
 

籠
の
作
法
で
あ
る
。
 

㈲
参
籠
の
規
則
 

 
 

 
 

0
 機
縁
と
な
り
が
ち
 

 
 

 
 

規
則
づ
げ
ら
れ
て
ゐ
る
。
 

 
 

下
 す
の
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

目
 
遺
し
て
 ぬ
 る
の
は
 前
 

 
 

 
 

「
明
日
御
物
忌
な
る
に
 

 
 

子
 一
二
一
段
）
と
心
が
げ
る
事
を
忘
れ
ぬ
公
卿
達
は
 、
 ま
の
 」
 剋
 、
宿
衣
装
束
 

 
 

 
 

宇
多
胡
時
に
お
い
て
す
 

 
 

 
 

の
時
刻
は
お
 ほ
か
た
忌
 

 
 

 
 

発
を
重
視
す
る
傾
向
は
 

 
 

 
 

関
る
際
は
、
 丑
 一
刻
 以
 

 
 

へ
る
事
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
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を
 備
へ
る
も
の
で
あ
 

る
に
拘
ら
ず
、
何
故
成
立
し
、
遵
奉
さ
れ
た
の
か
。
 

 
 

 
 

午
 卯
酉
 人
 看
病
妻
 嫉
 

 
 

 
 

す
る
凶
事
の
本
体
で
あ
 

る
 。
 

 
 

 
 

あ
る
。
他
に
 刀
其
 の
 

口
元
 

物
忌
 
考
 

 
 

 
 

日
 に
控
へ
た
物
忌
を
 

 
 

 
 

座
所
枇
杷
殿
の
焼
亡
 に
 

 
 

 
 

持
家
た
る
枇
杷
 殿
 の
 焼
 

 
 

 
 

 
 

。
禁
中
で
の
除
目
・
 

 
 

 
 

脅
威
す
る
も
の
と
は
な
 

 
 

 
 

す
る
。
し
か
も
 ナ
ナ
 

よ
ま
 、
 

 
 

 
 

幣
使
 発
遣
に
あ
た
っ
て
 

 
 

 
 

場
 師
・
武
人
ら
が
こ
と
 

 
 

は
 物
忌
の
頻
繁
さ
と
併
せ
考
へ
る
ま
で
も
な
い
。
 

匹
物
忌
の
心
理
的
背
景
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は外 ょ場 避 な 門 万 医 御 だ舌繍 :        の 厄   
房 昂り、 鸞婁嚢患烏妄 9 、 裏 菩宅 ・ 巴檸紹鴬苧   
対還 り が 倒ぬ れ 、 8 者 は と 他 （れ下 疫あ 
す 慮給 「 な る 故 そ の ・ を の 方 疾 、 可 ま る 
る を ねい ど 理 に の 統 祈 ら 背 、 疫 時令たが 

大 息 病   
宿棄 老師 な に 族 と の 絵事 元 

  こ 経袋 二 

    

    
の の っ ゐ 、 ま が 鬼 げ の 音支 忌物 表 
基 、 ら る あ で 外 に を 犠 の へ節忌 現 
度さ じ 。 る の 部 帰府 牲 双 て例先 し 

を し 、 当 い 反 に し の 者 策ゐ 不例 な 
な ろ さ 事は 覆 対   の に 6 町石 は 
す っ ら 者腕 に す 更 に 申 昔 の 忌 令 し 
も れ に の 咀 も る に 数 か 
の にふ 立を か 開 士へ ら しん は 口」 給 悪 給 たも 



 
 

 
 

 
 

有
情
、
実
音
名
号
 

 
 

 
 

日
者
分
持
人
々
 
、
如
 

 
 

 
  

 

五
一
 

物
忌
 
考
 

あ
と
が
き
 

 
 

 
 

先
考
・
宇
多
胡
 に
歴
 

 
 

 
 

忌
に
 別
邸
を
使
用
し
た
 

 
 

 
 

景
 に
は
、
御
霊
信
仰
 と
 

 
 

 
 

霊
 会
は
清
和
朝
 肯
輔
軌
五
 

 
 

 
 

。
 さ
ぅ
 し
て
性
具
を
恵
 

 
 

 
 

蔵
 下
総
等
の
辺
城
諸
国
 

 
 

 
 

る
 。
長
い
 繭
胚
 期
間
は
 

 
 

 
 

し
て
大
過
が
な
い
。
 
而
 

 
 

 
 

注
意
す
べ
ぎ
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

紀
 初
頭
に
お
い
て
 既
 

 
 

 
 

つ
い
に
本
来
の
義
を
失
 

 
 

 
 

に
あ
っ
て
は
一
応
 昔
 な
 

 
 

 
 

南
北
朝
時
代
の
約
半
世
 

 
 

 
 

 
 



 
 

五
二
 

 
  

 

%
 町
 令
 守
護
 臆
 

 
 

 
 

秋
 さ
れ
た
事
を
示
す
が
 

 
 

 
 

る
の
で
あ
る
。
 



 
 

 
 

 
 

的
で
あ
る
と
か
、
 
或
 

 
 

 
 

に
 表
現
す
る
事
は
出
来
 

な
い
も
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
が
可
能
で
あ
る
な
ら
ば
、
 

 
 

あ
ろ
う
し
、
 文
 そ
の
数
 

 
 

 
 

れ
た
他
の
人
格
特
性
な
 

 
 

 
 

仰
 を
も
っ
人
の
心
理
構
 

 
 

 
 

を
も
っ
も
の
で
は
な
い
 

 
 

方
の
御
批
判
を
仰
ぎ
た
い
と
思
 
う
 。
 

 
 

 
 

、
メ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
 

 
 

 
 

て
 、
宗
教
的
対
非
宗
教
 

 
 

五
三
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計
約
 

 
 

試
み
 

高
 

家
 

士
 二
 
1
 
Ⅰ
 
く
 
Ⅰ
 

塚
 

  



 
 

 
 

 
 

（
一
）
 

 
 

 
 

。
態
度
的
特
性
は
 

、
人
 

 
 

 
 

ろ
 
う
 
。
人
格
構
造
に
お
 

 
 

 
 

ぅ
 
事
が
可
能
で
あ
る
 

筈
 

 
 

 
 

そ
れ
を
数
値
で
表
わ
 

 
 

 
 

で
は
な
い
で
あ
ろ
う
 

カ
 

 
 

 
 

す
る
宗
教
性
と
は
ど
 

 
 

 
 

無
限
に
偉
大
な
存
在
 

や
 

 
 

 
 

と
い
う
尺
度
を
考
え
た
 

 
 

 
 

」
こ
で
い
 

う
 
測
定
と
は
こ
 

 
 

 
 

学
的
測
定
に
表
わ
れ
た
 

 
 

 
 

る
な
ら
ば
、
向
性
指
数
 

 
 

 
 

0
 
の
者
に
比
し
て
二
倍
 

 
 

 
 

序
 
関
係
を
示
す
だ
け
で
 

 
 

 
 

宗
教
性
に
つ
い
て
行
 

う
 

わ
け
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

 
 



 
 

 
 

法
 を
用
い
た
。
質
問
 

 
 

 
 

る
 為
に
出
た
ら
め
を
 答
 

 
 

 
 

、
 或
は
こ
う
で
あ
る
と
 

 
 

 
 

法
 の
結
果
 は
 石
刃
の
 真
 

 
 

 
 

紙
法
 が
一
番
便
利
で
あ
 

 
 

出
来
る
だ
け
そ
れ
を
さ
げ
る
 よ
う
 に
注
意
し
な
が
ら
、
 質
問
紙
法
を
使
っ
て
 行
 

 
 

 
 

間
紙
 法
に
よ
 る
調
査
に
 

 
 

 
 

問
題
で
あ
る
の
で
、
 自
 

 
 

 
 

施
の
際
の
注
意
、
こ
の
 

三
点
に
特
に
気
を
 つ
 げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
 "
 

 
 

 
 

関
心
が
深
い
と
い
う
 

事
と
、
調
査
が
比
較
的
容
易
で
あ
る
と
い
う
事
か
ら
、
 

 
 

の
 標
本
は
 、
 い
 う
 迄
も
 

 
 

五
五
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ヰ
 一
 

 
 

 
 

は
 多
く
の
研
究
が
な
さ
 

 
 

 
 

は
 宗
教
性
に
つ
い
て
は
 

 
 

 
 

れ
た
数
値
を
統
計
的
 
方
 

 
 

特
質
に
つ
い
て
考
え
て
行
く
事
を
試
み
て
み
た
い
。
 



五
 ム
ハ
 

 
 

 
 

み
の
段
階
と
し
て
、
 ま
 

 
 

 
 

 
 

往
 に
対
す
る
態
度
が
ど
の
程
度
に
表
わ
れ
る
か
。
 

て
く
れ
る
グ
ル
ー
プ
で
 

 
 

 
 

母
集
団
に
つ
い
て
 9
 推
 

 
 

 
 

に
ま
で
考
を
及
ぼ
さ
な
 

 
 

 
 

」
の
中
の
四
八
名
を
含
む
 

 
 

 
 

続
 観
察
と
い
う
意
味
を
 

 
 

 
 

ほ
 つ
い
て
、
三
一
年
一
月
 

 
 

の
 調
査
の
結
果
で
あ
る
。
 

 
 

題
は
、
 次
の
 

 
 

感
動
の
程
度
 

 
 

 
 

つ
の
解
答
の
基
準
を
つ
 

げ
る
。
 

 
 

ぃ
 偉
大
な
存
在
 や
力
 （
神
様
、
仏
様
、
死
ん
だ
肉
親
、
 或
は
大
宇
宙
の
意
 

 
 

 
 

お
こ
る
か
。
 

Ⅲ
し
ば
し
ば
感
ず
る
 

㈲
時
々
感
ず
る
こ
と
が
あ
る
 

2
 
 

Ⅵ
 
殆
ど
感
ず
る
こ
と
が
な
い
 

エ 33 



同
時
々
感
ず
る
こ
と
が
あ
る
 

㈹
 
殆
 ん
ど
感
ず
る
こ
と
が
な
い
 

 
 

 
 

）
と
い
う
歌
に
 
よ
 ま
れ
て
い
る
よ
う
な
 

気
 

㈱
ど
れ
に
も
 労
 ら
な
い
 

㈲
し
ば
Ⅰ
Ⅰ
感
ず
る
 

㈲
時
々
感
ず
る
こ
と
が
あ
る
 

4
 
 
 
 
 

五
セ
 

 
 

 
 

 
 

あ
る
か
。
 

㈲
し
ば
 ノ
 
Ⅰ
お
こ
る
 

㈲
時
々
感
ず
る
こ
と
が
あ
る
 

㈹
 
殆
 ん
ど
感
ず
る
こ
と
が
な
い
 

㈲
全
然
感
じ
な
い
 

㈱
ど
れ
に
も
 当
 う
な
い
 

 
 

 
 

が
す
る
事
が
あ
る
か
。
 

㈲
し
ば
 ノ
 
Ⅰ
感
ず
る
 

㈹ ㈲ 

ど 全 
れ 株 
に 感 
も じ 
篭 な 
ら t, 、 

な 
  



㈹
 
殆
 ん
ど
感
ず
る
こ
と
が
な
い
 

㈲
全
然
感
じ
な
い
 

㈹
ど
れ
に
も
 造
 ら
な
い
 

 
 

の
 

㈲
強
い
感
銘
を
づ
け
る
こ
と
が
あ
る
 

㈲
や
や
感
銘
を
 ぅ
 げ
る
方
で
あ
る
 

㈹
 
殆
 ん
ど
感
銘
は
さ
げ
な
い
 

㈲
全
然
感
銘
を
 ぅ
 げ
な
い
 

㈹
ど
れ
に
も
 肖
 ら
な
い
 

 
 

 
 

 
 

安
 

㈲
強
く
い
た
く
こ
と
が
あ
る
 

㈹
や
や
そ
れ
に
近
 い
 気
持
を
い
た
く
こ
と
が
あ
る
 

㈹
 
殆
 ん
ど
い
た
く
こ
と
は
な
い
 

㈲
全
然
い
た
く
こ
と
は
な
い
 

㈹
ど
れ
に
も
 労
 ら
な
い
 

宗
教
的
対
象
 や
 、
礼
拝
な
ど
の
場
（
例
え
ば
、
仏
像
、
 

神
 

（
例
え
ば
神
々
し
い
、
頭
の
下
が
る
よ
う
な
感
銘
）
 

な
 ど
 

セ   / ト 正 
  

 
 

特
殊
な
感
銘
、
 

な
う
 け
る
こ
と
が
あ
る
か
。
 

他
 ）
か
ら
感
銘
を
 ぅ
 げ
る
事
が
あ
る
か
。
 

 
 

、
 何
か
特
殊
な
 

 
 

る
か
。
 

五
八
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以
 

も
の
 

し
、
 

の
で
 

せ
る
 

で
は
 

こ
の
 

八
 

㈲
強
く
感
銘
を
 

ぅ
 
げ
る
こ
と
が
あ
る
 

㈲
や
や
感
銘
を
 

ぅ
 
げ
る
方
で
あ
る
 

㈹
 殆
 
ん
ど
感
銘
を
 

ぅ
 
げ
る
こ
と
は
な
い
 

㈲
全
然
感
銘
を
 

ぅ
 
げ
る
こ
と
は
な
い
 

㈹
ど
れ
に
も
 

当
 
ら
な
い
 

㈲
強
 
い
 
魅
力
を
感
ず
る
 

㈲
や
や
心
を
引
か
れ
る
 

㈹
 殆
 
ん
ど
魅
力
を
感
じ
な
い
 

㈲
全
然
魅
力
を
感
じ
な
い
 

㈹
ど
れ
に
も
 

労
 
ら
な
い
 

 
 

 
 

 
 

五
九
 

 
 

6
  

 

 
 



7
 

ム
ハ
 
O
 

 
 

 
 

 
 

込
型
式
と
を
 併
肚
 し
た
 質
 

 
 

 
 

恕
 し
て
い
る
担
任
教
師
 

 
 

 
 

き
さ
せ
、
か
え
っ
て
 所
 

 
 

に
 止
め
た
わ
げ
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

口
を
 4
 、
 

 
 

 
 

す
も
の
と
考
え
た
。
 
こ
 

（
四
）
 

 
 

 
 

異
な
る
集
団
に
つ
い
て
 

比
較
す
る
よ
う
な
場
合
は
素
点
の
ま
ま
の
方
が
よ
い
。
 

 
 

 
 

な
る
。
心
理
学
的
 測
 

 
 

 
 

、
中
央
で
最
高
に
な
り
 

 
 

 
 

が
 正
規
分
布
す
る
事
を
 

 
 

 
 

る
と
み
な
し
、
実
際
の
 

 
 

 
 

測
定
方
法
が
適
切
で
な
 

 
 

 
 

分
布
と
は
な
ら
な
い
。
 

 
 

 
 

る
 時
に
は
、
分
布
の
山
 

 
 

 
 

場
合
で
あ
る
。
こ
 う
い
 

 
 

 
 

能
 な
正
規
分
布
を
す
る
 

 
 

 
 

は
 測
定
方
法
が
誤
っ
て
 



 
 

 
 

。
温
度
の
増
減
 と
水
 

 
 

 
 

ら
の
現
象
の
間
に
は
 正
 

 
  

 

 
 

上
 
ノ
 
、
一
 

 
 

 
 

 
 

の
 問
題
と
な
る
。
こ
の
 

 
 

 
 

し
こ
の
ず
れ
が
或
る
 一
 

 
 

 
 

と
し
て
取
扱
 う
 。
こ
の
 

 
 

 
 

イ
 自
乗
）
検
定
と
い
う
。
 

 
 

 
 

0
 輻
 盗
心
 帖
 さ
が
 鞘
 ）
 

 
 

 
 

れ
て
ヵ
イ
 自
乗
の
値
は
 

 
 

 
 

同
じ
か
或
は
そ
れ
よ
り
 

 
 

 
 

そ
し
て
こ
の
確
率
㌧
Ⅱ
 

 
 

 
 

仮
設
は
棄
却
さ
れ
る
も
 

 
 

布
 と
み
な
さ
れ
る
か
ど
う
か
を
検
定
五
）
 

る
 。
 

 
 

 
 

性
質
を
考
察
す
る
こ
 

 
 

 
 

代
表
値
の
み
で
な
く
、
 

 
 

 
 

ち
 散
布
度
の
中
で
一
番
 

 
 

 
 

に
よ
り
 表
 わ
さ
れ
る
。
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し な る い 少 の 
算 か 

れ は 関 は れ 関 

  
タ ㌣ 蛙 ぉ   

と か 
で め い な い と 時数 い ら 

ぅ の 

い い が相 が相 で あ 合離 
。 相 あ 関 あ 関 表 9 ほ の 

わ   は 関 
な す 先 負 係 
い 。 全 の の 

    相 な 相 ょ 

相 
関 正 英 ぅ 

係 の が に 

関 
は 

教相 あ 、 
に 関 る - 」 

の っ が と 方 
ヰ Ⅹ 
。 

ぃ あ い が 
て る 

の 
う 増 

  は 時 。 せ 
  ぎ tt  そ ば 
倍 
の 

相 こ 方 
関   
が ， 般 で ょ そ 
あ 自 @ ミ舌 モ 

る に わ 
う れ 
な に 

と は し 
み 次 正 つ六 

の れ こ 

な の 完 相 て 
し よ 金 閣 滅 
て 5 な 
中ま 

6  % へ 

な 賃 貸 し 
な 青 め の   
ら 語相 棺 」 
な 
い 
    

が あ な 滅 
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の こ 完 布 い 間 形 る の 五 科 
妥 の 全 曲 ぅ こ の に わ 通 前 人 は 以 
生 結 な 線 催 の 壊 し げ り 葦 毛 つ 上 

の 

  
測 作 宗 一 い こ の ' と れ 高 5 一 の な 

第 を は な 年 べ 方 
一 便 全 辛 皮 る 法 
国 宝 都 統 調   ケ， "- 

の 上 5 ぎ 査 前 ょ 
よ 11 と で の 述 り 

ぅ の 評 、 正 の   

る に た に 一 に 集 
つ ノ 。 わ 者 つ め 三 田   こ げ で い 二 つ に 

ね 、 何 て 百 の っ 
は そ 、 そ 名 謁 ぃ   

試 Ⅰ 人 数 ぅ 意 B   
み プ 格 の 事 大 は 度 の 金 性 東 い 性 

が 特 順 が 準 Ⅰ 数 紋 部 を 京 て の 
宗 性 に わ ょ v 即 問 1 算 女 で 分 
教 の な か り P ち に と 出 子 あ 布 

人 属 し す 中 る と   

横 大 で 宗 一 政 特 

棲 み 、 の か の   
教 に ま 得 を 上 い 

や、 る 最 を に 調 試 

切 。 低 表 ・ す 査 み とこ いれのす 8 に る。 し を ナ， Ⅰ   

う な 間 る 玉 具 
数 度 に と 別 体 

論 定 あ 中 的   の 資 

  
ニ 名 

  

蓬沌 

ゆ弗 

  



が B 出て で Ⅹ 
標 つ は来い は分 け 

A の 肢 数多角形 
    中 3 男子 (56 名 ) 

M 亡 29.89 
S.D 肝 5.85 

は均   

Ⅰ 沖 

00 

  

靭   A  事 し が う 20 
と は か か A   

B  大 お らた 、 
十 ま 分 あ 推 ょ C 

ち 9 案 つ " 

B  の度数多角形、 10 

  高 l 男子 (200 名 ) 
Ⅱ 耳 22.47 

40 
S.D.=  ㌔ 乃 

0  75  l05  l3.5  ℡ 5  度 5  刀 5  2 め 285315  %5  3t.5405 

第 一 図 (a) 

30 と 合法 ず は に う い 

ほ ら 

20 

て り， し 宗田 

    

Ⅰ o A 場 顧 慮 よ い な こ 
な に ぅ の る の 
し 入 に は の 時 
ら れ A  、 で 期 
べ な と 必 は で 
る げ B ずなは 

第 一 図 (b)   
方 ら で 令 い 多 

六
四
 

の
 ・
 づ
 g
 
C
 
 

は
の
・
の
の
、
と
大
差
は
な
い
と
い
え
る
。
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六
五
 

 
 A 

  

碍 『 

  
柏 
田 口 

  
+0.36   
+0.15   
+0.26   
+0.20   
+0.35   
+0.43 

第 二 表  
 

9
 Ⅰ
 

A@ A 
つよ   

たり B 
も B  同 
のの 点 

方 の 
が も 

止 め 

6  20   
1@  16   
8  16   

10  Ⅰ 1   
3  17   
  20 

問 

題 

  

  

  

  

  

  

は
 二
九
、
五
 

る
 。
 又
 A
 と
 

下
っ
た
者
が
 

六
題
に
っ
い
 

り
、
 い
 づ
れ
 

見
ら
れ
る
。
 

A
 、
 B
 、
 

値
 が
上
っ
た
 で

あ
る
の
に
対
し
、
 
B
 で
は
 一
 

0
 に
下
っ
て
 い
 

B
 と
比
較
す
る
と
数
値
が
上
っ
た
者
七
名
に
対
し
、
 

四
一
名
存
在
し
て
い
る
。
 
A
 と
 B
 と
の
共
通
の
問
題
 

て
 比
較
し
て
み
る
と
第
二
表
の
よ
う
な
結
果
に
な
 

も
上
っ
た
 昔
 よ
り
も
下
っ
た
者
の
方
が
著
し
く
多
く
 

と
そ
れ
 ハ
 
Ⅰ
同
じ
 頃
 行
っ
た
向
性
検
査
で
は
、
偏
差
 

者
が
二
五
名
、
下
っ
た
者
が
二
二
名
で
、
平
均
値
は
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  

資
料
と
な
る
。
こ
の
四
八
名
 の
 宗
教
性
 平
 増
値
 は
、
 A
 に
お
い
て
 

C  の度数多魚形 

申 3 女子 (ll2 名 ) 
M  =26. Ⅲ 
S.D. キ 6.93 

7.5  ℡ 5 13.5  @6.5  l9.5  皿 S  ぬ 5  28.5  3l.5 34 万 3T5  冊 J  , 
  

鰍 一 図 (c) 

第 一 表 
    

11 ～Ⅰ 3   
8 ～ 10   Ⅰ 5 I   

  
  

  

 
  

 

 
 

  
  

  



外 が い 合が は ら 来 る は ほ の や 
相 関 沢で多 。 許由 次 、 批 成 。 勿 かまっ相 や   
9 間 。 し し 鮫 。 れ 年 懐 の し れ の と の 、 て 

れ題こか間す るがのも 題る三 第 1 。 者疑 のが 家宅 教 ）の一関 C を 相偶 然 A と二 第 い る 

の ど 問 そ 四 と 表の 宗 主 か 例 般を 同 B 表が 

  

3 大 

い の ら   

    
を は 傾   、 4 性 来 ふ い す   と が 

計 受 向 C 問 の の な れ だ る デ 

    
あ か 丁 ， ば の と 

、 四至恩   問題 四表し九 、よ わか 問題 五 、 否定 こ り 時 な 
の い る 四 七 的 の 
通 の 。 似 、 な ・ ぅ 

な し開会， 否 2   9 

正 
の   

 
 

1
4
 

  



 
 

る
と
 

次
 

第 三 表 
に い れ 

Ⅰ B コ 

  13@ 25@ 21@ 8@ 17@ 20@ 16@ 21   
  87  72  78  50  74  86  68  56 

  2 3 2 4 7 6 3 2 

  77  68  63  90  62  59  77  69     23  33  34  45  41  32  37  52 
研 で く 検   

究 は 。 討 
に ふ し 第 三 表 

て / C  コ 

    
の 的 姿   15@ 18@ 20@ 10@ 17@ 21@ 19@ 24 
試 な 料 
み 画 と   65  52  46  40  49  59  48  46 

を な 
も る 

  Ⅰ 1 2 4 5 0 3 5 

あ   22  36  40  44  34  20  38  29 
わ     

せ       9  5  4  14  7  12  4  8 

第四表 問題間の柏 関表 

    C B コ 

0  題 
よ 問 
う 

  

の 

な 関 
数 係   0.51  0.33  0.28  0  30  0.24  0.30  0.27 

値 が   0.37  0.28  0.28  0.27  0.32  0-23 
Ⅰ / Ⅹ と 、   
七 の   0.34  0.22  0.22  0.40  0.40 

自 よ 

覚 月ヘノ   0.29  0.15  0.43  0.34 的 な 
に 教   0 ． 4 Ⅰ 0 ． 39  0 ． 41 

値で 宗教   0 ・ 27  0 ． 24 

に 表   0 ． 33 
対 わ 
し れ 
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ぅ
げ
 と
ら
れ
方
の
一
つ
 

の
表
 わ
れ
と
し
て
興
味
深
い
と
思
 
う
 。
 

 
 

 
 

の
場
に
お
い
て
は
や
 

1
2
3
4
5
6
7
 

 
 

 
 

  

 
 

た
よ
 
る
と
い
う
事
を
の
 

  

  

 
 

ぬ
と
表
明
す
る
者
を
区
 

 
 

家
 に
よ
っ
て
キ
リ
ス
ト
 

  

0.53 

 
 

 
 

 
 

口
 C
 

 
 

第
 

3  4 

  

5
3
3
 

0
0
0
 

 
 

 
 

 
 

0
0
 

値
を
全
然
参
考
と
し
な
い
事
は
い
 

う
 迄
も
な
い
。
 

 
 

定
型
の
三
つ
に
大
別
 

 
 

積
極
的
、
消
極
的
、
無
 

表 

5  6 

0.47  0.47 

0.31  0.39 

0.34  0.29 

0.51  0.52 

0.58 

 
 

」
れ
は
数
値
と
は
必
ず
 

 
 

否
定
し
な
が
ら
、
問
題
 

 
 

こ
の
分
類
の
際
に
数
 

8 7 

0.37  0.36 

0.26  0.33 

0.16  0.20 

0.46.  0.28 

0.66  0.50 

0.46  0.53 

0.40 

 
 

六
八
 

 
 

 
 

 
 

く
 。
こ
の
為
に
そ
れ
 

 
 

を
 分
類
し
て
み
た
。
 
分
 

 
 

し
 、
自
覚
的
に
ど
 う
い
 



致 な る に て 樫 田 で 

 
 

 
 

」
 ろ
ぐ
 で
ふ
れ
て
 き
 

 
 

六
九
 

 
 

 
 

来
る
筈
だ
が
、
こ
こ
 

 
 

事
 が
出
来
な
か
っ
た
。
 

 
 

 
 

得
点
の
平
均
値
を
算
 

 
 

 
 

下
 し
て
い
る
者
は
ご
く
 

 
 

 
 

ぎ
り
と
全
く
否
定
し
 

 
 

 
 

に
は
非
常
に
少
い
の
 

 
 

 
 

わ
れ
る
。
肯
定
は
す
 

 
 

 
 

と
い
え
る
か
も
し
れ
 

 
 

 
 

し
て
い
る
。
 

 
 

 
 

度
 と
は
必
ず
し
も
 一
 

 
 

、
大
体
や
は
り
密
接
な
関
係
が
あ
る
事
が
わ
か
る
。
 

凹
 
む
 
ず
ぴ
 

Ⅰ 46 

  

 
 

  

 
 

 
 

 
 

 
 

者
、
㈹
、
懐
疑
的
で
は
 

 
 

 
 

五
つ
に
分
類
し
て
み
 

こ
 
ヰ
ハ
 
。
 

  



  

１
 % 
藻
 0
 

輌
行
錦
ラ
 バ
 %
 
瓠
雛
を
泣
 ㍉
か
 い
 
Ⅳ
頷
下
 

 
 

 
 

１
 %
 

臼
藤
群
ギ
サ
 が
 靱
毬
曄
め
弗
か
 

｜
似
祐
盤
 

 
 

 
 

一
 
１
 %
 油
盤
浬
弄
吋
靴
濫
 

 
 

 
 

叶
袖
世
｜
 一
 
１
 
%
 
亡
り
Ⅰ
 

7
%
 

 
 

 
 

１
 
%
 
濫
を
 

沸
 。
 

田 
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流 
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標 、 数 馬、 る の な と て 

  

れ う れ論っ 欠 あ が と     
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有性 を い れ 、 初 で な 
カ と 考 て も 文 に あ げ 
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  広 し 行 間 ね 、 深 未 散 
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定
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定
の
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の
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が
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に
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  よ 申 く ら セ 
  ぅ で な な 二 

    く い 
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  を そ   て ぅ   
感   
  だ 雄   
  く 大   
理 事 さ   
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。
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岸
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来
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ス
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。
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。
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と
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岩
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。
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。
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Ⅰ
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そ
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か
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た
け
 

  

  
 
 

 
  
 



  
固   レ 九 九 

一
 
ど
も
、
一
一
八
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レ
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。
 

一
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ス
モ
ス
ク
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じ
ら
れ
た
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 わ
け
で
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あ
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ヱ
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れ
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殆
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一
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だ
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ろ
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複
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あ
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・
コ
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そ
の
ま
 

 
 

時
に
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エ
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と
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私
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関
し
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。
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が
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っ
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歩
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は
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と
い
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で
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っ
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っ
た
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小
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机
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際
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に
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い
ろ
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イ
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Ⅰ
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旅
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つ
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の
だ
と
 

 
 

解
す
る
 

 
 

山
 と
い
 

 
 

と
い
う
 

 
 

ば
な
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た
 

 
 

て
 
何
と
 

 
 

的
な
 
殺
 

 
 

背
且
昴
は
 

 
 

れ
た
 
一
 

つ
で
あ
っ
た
。
 

  

  

八
五
 

執   

紹 

実黛署患享 草分 

  

東 東 土 東 宮 大   

    
    院 授 

卒   
学 
校 
講 
師 

  
  

Ⅰ や窩 
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吉
岡
蓑
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著
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道
教
経
典
史
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徳
忠
 

窪
 

 
 

学
の
 

 
 

ま
だ
 

 
 

の
概
 

 
 

ち
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る
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人
た
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の
緒
 

 
 

っ
た
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し
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、
手
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ね
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は
矛
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っ
に
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介
 

 
 

お
か
れ
た
 

こ
と
も
、
実
は
当
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の
こ
と
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
 

 
 

た
と
え
 

 
 

、
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ど
も
あ
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が
っ
て
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ら
の
経
典
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道
蔵
が
 

 
 

置
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究
の
な
 

 
 

道
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究
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だ
か
 

 
 

者
で
な
け
 

 
 

定
 ・
福
井
 

 
 

か
っ
た
の
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そ
の
た
め
で
あ
る
。
 

 
 

陸
に
渡
 

 
 

態
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査
も
 

 
 

の
 実
態
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口
に
よ
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と
い
う
。
 

 
 

暇
 な
さ
い
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か
ぃ
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と
に
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よ
う
な
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書
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つ
く
り
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な
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い
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の
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あ
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か
ら
な
 

 
 

他
の
二
編
 

は
そ
の
補
説
で
あ
る
。
 

 
 

朝
 に
お
 

 
 

れ
る
よ
 
う
 

 
 

」
の
章
で
 

 
 

く
の
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経
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 推
移
を
 

 
 

文
を
訳
出
 

 
 

る
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つ
の
 

 
 

者
 と
さ
れ
 

 
 

、
か
れ
を
 

 
 

の
で
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著
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だ
 

ろ
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道
経
 

 
 

る
が
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初
 

 
 

て
い
た
な
 

 
 

及
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宋
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評
 

圭
目
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二
編
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、
太
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洞
 

三
道
経
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格
 

埋
木
と
の
対
照
、
校
勘
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・
無
上
秘
要
・
三
滴
泰
道
 科
誠
 儀
範
の
 

の
紹
介
、
成
立
時
期
や
著
者
の
考
 
祭
 、
お
よ
び
敦
 

で
あ
る
、
こ
の
 三
 経
を
初
唐
以
前
の
成
立
と
断
じ
 

。
ま
た
校
勘
の
労
も
多
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
 

の
 序
に
あ
る
、
そ
の
著
者
 王
纂
 の
 感
経
 話
に
つ
い
 

八
セ
 

 
 

 
 

 
 

の
 天
宮
室
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

言
 も
ふ
れ
 

と
も
い
 う
 

た
 多
少
の
 

」
れ
に
も
 

五
斗
米
 

 
 

概
念
規
定
 

 
 

れ
て
考
え
 

 
 

の
が
な
か
 

 
 

な
か
っ
た
 

 
 

、
数
字
の
 

 
 

ま
っ
た
く
 

 
 

ぅ
か
 。
 さ
 

 
 

も
に
完
備
 

 
 

て
い
た
，
 
と
 

い
 う
 の
は
、
そ
の
一
例
で
あ
る
。
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八
八
 

 
 Ⅰ

Ⅰ
 

 
 

な
ら
な
 

 
 

一
つ
は
、
 

 
 

で
ふ
れ
 ろ
 

 
 

四
 で
は
、
 

 
 

あ
る
か
 

 
 

将
来
に
の
 

 
 

こ
と
な
の
 

 
 

に
つ
い
て
 

 
 

り
に
推
論
 

 
 

に
お
ち
い
 

 
 

や
か
な
性
 

 
 

わ
れ
ず
、
 

 
 

え
て
い
る
 

 
 

は
じ
め
て
 

 
 

、
引
用
し
 

 
 

の
ぞ
み
た
 

 
  

 

 
 

ジ
ャ
ン
 

 
 

る
に
は
、
 

 
 

そ
 、
お
の
 

 
 

道
 経
に
対
 

 
 

、
道
蔵
に
 

 
 

あ
り
、
 
日
 

 
 

 
 

係
か
ら
、
 

 
 

し
た
と
 

 
 

れ
な
ら
ば
 

 
 

時
期
の
考
 

 
 

れ
な
け
れ
 

 
 

・
思
わ
れ
 

 
 

信
じ
、
 
い
 

 
 

極
 的
証
拠
 

は
な
い
。
私
は
、
低
空
の
人
物
と
考
え
る
。
 

 
 

書
物
に
 

 
 

 
 

 
 

ら
な
い
。
 

 
 

る
 よ
 う
 

 
 

大
部
分
が
 

 
 

が
つ
て
い
 

 
 

さ
ら
に
、
 

 
 

さ
さ
か
 

奇
 

異
な
感
に
 

う
 た
れ
る
。
 

 
 

い
て
、
 

 
 

ら
れ
る
 

際
 

 
 

 
 

カ
ス
 
の
 

 
 

そ
ん
な
も
 



        
  

書 

評 

八 

九 

1$6 

  

に究せ 五 ら木洋廣明 の 

  

  

  

  

の 

神 
話 
健ナ 

      
 
 

は
、
 月
の
 

 
 

 
 

つ
つ
、
 シ
 

 
 

と
ま
る
 特
 

 
 

鼓
 に
兄
 は
 

 
 

宗
教
研
究
 

に
 比
す
べ
 き
 成
功
と
い
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
 

 
 

話
と
云
 

 
 

が
 生
れ
た
 

 
 

と
 云
う
こ
 

 
 

要
 で
あ
る
，
 

 
 

た
も
の
で
 

 
 

話
の
発
展
 

 
 

す
 。
 
へ
ぎ
努
 

 
 

与
え
る
も
 

の
と
し
て
、
高
く
評
価
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
 

 
 

い
と
し
 

 
 

敷
塚
 壁
画
 

 
 

 
 

た
る
烏
の
  

  
 

 
 

の
上
に
構
 

 
 

た
 、
藍
玉
 

ヒ
ル
 

コ
 

 
 

陽
 神
の
あ
 

 
 

視
野
は
更
 

 
 

せ
ら
れ
る
 



 
 

だ
か
 祭
 ）
 

 
 

石
井
家
父
 

 
 

石
 ）
 と
し
 

説
か
れ
る
。
（
前
述
）
 

5
 と
考
え
る
。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

姿
 で
あ
ろ
 

国
は
 、
遠
 

豊
作
・
 嫁
 

は
 、
こ
れ
 

に
 先
行
す
 

遍
 的
で
 

べ
 き
 を
 

 
 

之
幅
巴
に
 

 
 

ね
 、
天
孫
 

 
 

丹
 に
の
 つ
 

 
 

 
 

天
照
大
 

 
 

の
 イ
ニ
シ
 

 
 

呪
 と
し
て
 

カ
ガ
と
 

 
 

で
あ
る
と
 

と
も
に
、
後
進
に
重
要
な
示
唆
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
。
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